
　
こ
の
目
標
の
達
成
に
は
、
具
体
的

な
実
施
計
画
を
作
成
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
市
で
は
、
広
く
皆
さ
ん

か
ら
意
見
を
伺
う
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
手
続
」
を
経
て
、
審
議
会

で
意
見
集
約
し
た
結
果
を
受
け
、
新

た
な
「
野
田
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
（
ご
み
編
）」
を
　
年
３
月
に

24

策
定
し
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
な
ど
 

４
つ
の
重
点
施
策
で
　

　
ご
み
を
３
割
削
減
す
る
に
は
、
市

民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
市
が
協
力

し
て
、
さ
ら
な
る
ご
み
減
量
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
同
計
画
で
は
、
①
排
出
抑

制
、
②
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
、
③
ご
み
処
理
シ
ス
テ
ム
の
整

備
・
拡
充
、
④
環
境
保
全
意
識
の
普

及
啓
発
の
４
項
目
を
重
点
施
策
と
位

目
を
諮
問
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、　
回
に
わ
た
り
慎
重
な

30

審
議
を
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
、　25

年
８
月
　
日
に
、
複
数
の
第
１
次
候

12

補
地
の
選
定
や
ご
み
の
３
Ｒ
（
発
生

抑
制
、
再
使
用
、
再
利
用
）
に
関
す

る
こ
と
な
ど
、
６
項
目
の
第
１
次
答

申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
み
の
発
生
を
抑
制
し
　
 

小
規
模
な
新
清
掃
工
場
に

　
答
申
で
は
、
新
清
掃
工
場
の
建
設

に
は
、
安
全
・
安
心
は
も
ち
ろ
ん
、環

境
や
地
元
へ
の
負
担
に
配
慮
し
、
特

に
ご
み
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め
に

は
、
工
場
の
規
模
を
小
さ
く
す
る
必

要
が
あ
り
、
全
市
民
的
な
ご
み
減
量

の
取
り
組
み
が
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
１
人
１
日
当
た
り

の
ご
み
排
出
量
を
、　
年
度
の
　
グ

22

639

ラ
ム
を
基
準
に
、　
年
度
ま
で
に
３

33

割
削
減
の
　
グ
ラ
ム
と
す
る
こ
と
を

447

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
新
清
掃
工
場
の
建
設
や
ご
み
の
減

量
化
な
ど
の
問
題
は
、
市
民
一
人
一

人
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
考
え
て
い

た
だ
き
、
ご
み
問
題
へ
の
対
策
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
で
す
。そ
こ
で
市
で
は
、

市
民
公
募
委
員
　
人
を
含
め
た
委
員

12

　
人
を
委
嘱
し
て
「
新
清
掃
工
場
建

31設
候
補
地
選
定
審
議
会
」（
 立
  本
  
機

た
つ
 も
と

会
長
）
を
設
置
し
、　
年
８
月
　
日

23

21

に
新
清
掃
工
場
建
設
候
補
地
と
し
て

ご
み
排
出
量
３
割
削

ご
み
排
出
量
３
割
削
減減
にに
向
け
向
け

　
　
　
　
廃
棄
物
減
量
等

推
　
進
 
審
議
会

審
議
会
にに
諮
問
諮
問

～
指
定
ご
み
袋
無
料
配
布
枚
数
や
ご
み
減
量
還
元
制
度
見
直
し
な
ど
も

　
～
指
定
ご
み
袋
無
料
配
布
枚
数
や
ご
み
減
量
還
元
制
度
見
直
し
な
ど
も
～～
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市民や事業者の皆さんと市が協力して減量市民や事業者の皆さんと市が協力して減量をを

　
市
の
ご
み
焼
却
は
、
三
ツ
堀
の
清

掃
工
場
と
古
布
内
の
関
宿
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
関
宿
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
平

成
　
年
の
地
元
と
の
和
解
に
よ
り
　

20

26

年
７
月
ま
で
に
稼
働
を
停
止
し
、
順

調
に
稼
働
し
て
い
る
清
掃
工
場
も
、

老
朽
化
に
よ
り
建
て
替
え
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
両
施
設
を

一
体
化
す
る
新
清
掃
工
場
の
建
設
が

市
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

　
市
で
は
、
新
清
掃
工
場
建
設
候
補
地
選
定
審
議
会
で
意

見
集
約
し
た
結
果
を
受
け
、
平
成
　
年
３
月
に
、
新
た
な

24

「
野
田
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
（
ご
み
編
）」
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
１
人
１
日
当
た
り
の
ご

み
排
出
量
を
、　
年
度
の
　
グ
ラ
ム
を
基
準
に
、　
年
度

22

639

33

ま
で
に
３
割
削
減
の
　
グ
ラ
ム
と
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

447

て
い
ま
す
。
目
標
達
成
に
は
、
ご
み
の
排
出
抑
制
や
リ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
な
ど
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
実
施
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
の
着
実
な
実
現
に
向

け
、
公
募
委
員
３
人
を
含
む
　
人
の
委
員
に
よ
る
「
野
田

30

市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
」
を
設
置
し
、　
月
　
日

10

24

に
、
ご
み
減
量
へ
の
重
点
施
策
な
ど
を
諮
問
し
ま
し
た
。

最
適
な
土
地
の
選
定
な
ど
、
８
項



置
付
け
て
い
ま
す
。

　
内
容
は
、
指
定
ご
み
袋
無
料
配
布

枚
数
や
還
元
制
度
の
見
直
し
、
生
ご

み
回
収
に
よ
る
堆
肥
化
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
方
針
か
ら
大
き
く
一
歩
踏
み

込
ん
だ
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

計
画
実
現
に
向
け
　
　
 

進
行
管
理
体
制
を
確
立

　
同
計
画
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く

に
は
、
計
画
の
進
行
管
理
を
迅
速
・

適
正
に
行
う
新
た
な
体
制
を
確
立
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

の
や
、
新
清
掃
工
場
候
補
地
選
定
の

進
捗
状
況
に
影
響
を
受
け
に
く
い
も

の
を
中
心
に
、
廃
棄
物
減
量
等
推
進

員
地
区
代
表
者
の
皆
さ
ん
に
実
施
施

策
を
先
行
し
て
検
討
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
現
場
の
意
見

を
正
し
く
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
、

同
審
議
会
が
市
長
に
意
見
を
述
べ
る

と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
廃
棄
物
減

量
等
推
進
員
地
区
代
表
者
会
議
の
意

見
を
聴
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
検
討

結
果
は
同
審
議
会
に
資
料
と
し
て
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

許

　
市
で
は
、
平
成
６
年
の
答
申
後
、

委
嘱
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
野
田
市

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
（
出
口

浩
会
長
）
を
再
び
立
ち
上
げ
、
全
体

の
進
行
管
理
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
重
点
施
策
の
う
ち
、
す
ぐ

に
実
行
が
可
能
な
「
個
々
で
行
え
る

水
切
り
の
実
践
」「
不
要
な
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
の
拒
否
の
仕
方
」
を
紹
介

す
る
な
ど
、
す
で
に
市
と
し
て
取
り

か
か
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
財
政
負
担
が
比
較
的
少
な

く
、
す
ぐ
に
取
り
か
か
れ
そ
う
な
も

重
要
事
業
の
実
施
方
法
や
 

時
期
な
ど
諮
問
　
　
　
　

　
同
審
議
会
で
は
、「
野
田
市
審
議
会

等
へ
の
公
募
委
員
の
導
入
に
関
す
る

基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
３
人
の
市

民
公
募
委
員
を
加
え
て
審
議
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、　
月
　
日
に
開
催
さ
れ

10

24

た
第
１
回
の
審
議
会
で
、
野
田
市
一

般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画（
ご
み
編
）

に
掲
げ
ら
れ
た
４
つ
の
重
点
施
策
に

よ
る
　
の
事
業
項
目
や
、
重
点
施
策

55

に
関
連
す
る
そ
の
他
の
重
要
事
業
の

　
市
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

「
コ
ウ
く
ん
」「
コ
ウ
ち
ゃ
ん
」

か
ら
生
ま
れ
た
２
羽
の
幼
鳥
の

愛
称
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
幼
鳥
２
羽
は
、
最
近
は
仲
良

く
並
ん
で
止
ま
り
木
に
止
ま
っ

て
い
る
様
子
も
確
認
さ
れ
て
い

有
効
で
、
は
が
き
か
応
募
用
紙
（
み

ど
り
と
水
の
ま
ち
づ
く
り
課
窓
口
や

こ
う
の
と
り
の
里
、
関
宿
支
所
、南
・

北
・
中
央
の
各
出
張
所
で
配
布
）
に
、

愛
称
（
オ
ス
、
メ
ス
各
１
点
の
み
。

い
ず
れ
か
一
方
可
）
と
そ
の
理
由
 

（
　
字
以
内
）、
住
所
、
氏
名
（
ふ

50
り
が
な
）、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

郵
送
か
直
接
〒
　
 
８
５
５
０
野

278

田
市
役
所
み
ど
り
と
水
の
ま
ち
づ

く
り
課
へ

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
可

【
選
考
方
法
】
①
一
次
選
考
＝
応

募
い
た
だ
い
た
愛
称
の
中
か
ら
、

各
　
点
程
度
を
選
考
、
②
最
終
選

10
考
＝
一
次
選
考
の
愛
称
の
中
か
ら
、

市
内
の
小
学
生
に
よ
る
投
票
で
、

最
多
得
票
の
愛
称
を
採
用

※
一
次
選
考
を
通
過
し
た
愛
称
の
応

募
者
と
、
最
終
選
考
に
投
票
し
た
小

学
生
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す

【
問
合
せ
】
み
ど
り
と
水
の
ま
ち

づ
く
り
課

－

コ
ウ
ノ
ト

コ
ウ
ノ
ト
リリ
のの
幼
鳥
幼
鳥

２

　
　
２
羽羽
のの
愛
称
愛
称
をを
募
集
募
集

ま
す
。

　
親
鳥
の
愛
称
に
続
き
、
野
田
生

ま
れ
の
２
羽
に
も
、
さ
ら
に
多
く

の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
愛
称
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
方
法
】　
月
　
日
木
消
印

11

14

野田生まれの幼鳥に親しみある愛称野田生まれの幼鳥に親しみある愛称をを

具
体
的
実
施
方
法
や
実
施
時

期
な
ど
を
諮
問
し
ま
し
た
。

　
　
の
事
業
項
目
に
は
、
水

55
切
り
の
実
施
、
生
ご
み
や
紙

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
可
燃

ご
み
回
収
頻
度
の
見
直
し
、

資
源
回
収
の
拡
充
、
生
ご
み

処
理
施
設
の
整
備
、
環
境
教

育
の
推
進
、市
民
・
事
業
者
・

行
政
の
３
者
の
連
携
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
審
議
会
で
は
、
今
後
の
審

議
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
審
議
さ

れ
、
指
定
ご
み
袋
無
料
配
布

枚
数
の
見
直
し
や
、
ご
み
減

量
還
元
制
度
の
見
直
し
、
持

込
み
ご
み
処
理
手
数
料
の
改

定
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
か

ら
の
実
施
に
向
け
て
優
先
的

に
審
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
、
市
で
は
、
審
議
の

終
了
し
た
項
目
か
ら
、
順
に

答
申
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】清
掃
計
画
課

主　な　内　容重点施策
「野田市のごみの出し方・資源の出し方」の周知徹底、ごみ減量還元制度の見直し、
水切りの実施、食べ残し・調理くずの削減、不要なダイレクトメールの拒否、簡易包
装の推奨、ノーレジ袋運動の推進

排出抑制

生ごみ・紙ごみのリサイクル、可燃ごみ回収頻度の見直しの検討、資源回収の拡充、
プロジェクトチーム・専門委員会等の設置、指定ごみ袋無料配布枚数の見直し、持込
みごみ処理手数料の改定、リサイクル展示場の利用促進、資源の分類と出し方の明確
化と周知徹底、自治会等によるごみ減量・リサイクル活動の活性化、資源回収業者の
育成、事業系ごみの排出指導

ごみ減量・リサイ
クルの推進

新清掃工場の建設、収集運搬体制の見直し、公害防止対策の徹底、堆肥センターの活
用の推進、生ごみ処理施設整備、焼却灰のリサイクル推進、最終処分場の建設

ごみ処理システム
の整備・拡充

環境教育・環境学習の推進、啓発手法の多様化、グリーン購入の推進、催事における
ごみの減量・リサイクルの実施、緑化の推進（新清掃工場の壁面緑化など）、自然エ
ネルギーの活用（新清掃工場の太陽光発電など）、市民・事業者・行政の３者の連携
強化

環境保全意識の普
及啓発

■４つの重点施策と事業項目の内容



関
宿
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は

　
３
月
　
日
で
ご
み
受
け
入
れ
終
了

31

　
関
宿
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、平

成
　
年
の
地
元
と
の
和
解
に
よ
り
、

20
　
年
７
月
　
日
ま
で
に
稼
働
を
停

26

14

止
す
る
こ
と
か
ら
、同
年
４
月
か
ら

稼
働
停
止
に
向
け
た
施
設
内
の
整

理
を
行
う
た
め
、３
月
　
日
月
で
ご

31

み
の
受
け
入
れ
を
終
了
し
ま
す
。

　
４
月
１
日
以
降
、可
燃
ご
み
は
、

市
外
の
民
間
施
設
に
運
搬
し
処
理

し
ま
す
が
、
集
積
所
へ
の
ご
み
の

出
し
方
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
集
積
所
の
ご
み
の
収

集
時
間
が
、
現
在
よ
り
早
く
な
り

ま
す
の
で
、
収
集
日
の
朝
は
、
８

時
　
分
ま
で
に
必
ず
出
し
て
く
だ

30
さ
い
。

　
ご
み
の
戸
別
収
集
も
、
引
き
続

き
行
い
ま
す
。

※
都
合
で
、
ご
み
を
集
積
所
に
出
せ

な
い
場
合
は
、
ご
み
の
種
別
に
応
じ

て
清
掃
工
場
か
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
関
宿
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
☎
７
１
９
６
 
０
０
２
２

－

距

　
野
田
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
場
け

や
き
コ
ー
ス
の
「
け
や
き
友
の
会
」

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た

会
員
制
度
で
す
。
４
月
か
ら
翌
年
３

月
ま
で
の
年
会
費
は
１
万
円
で
平
日

の
プ
レ
ー
代
金
が
２
千
円
割
引
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
加
入
月
に
よ
り
年
会
費
の

減
額
も
あ
り
、
７
月
か
ら
９
月
ま
で

は
７
千
　
円
、　
月
か
ら
　
月
ま
で

500

10

12

は
５
千
円
、
１
月
か
ら
３
月
ま
で
は

2
千
　
円
で
入
会
で
き
ま
す
。

500

　
会
員
に
な
る
と
、
毎
月
開
催
の

「
け
や
き
友
の
会
の
月
例
杯
」
に
参

加
費
無
料
で
、
１
人
か
ら
気
楽
に
参

加
で
き
ま
す
。
新
し
い
仲
間
が
で
き

て
、
ゴ
ル
フ
の
輪
が
広
が
る
楽
し
み

も
期
待
で
き
ま
す
。

入
会
者
紹
介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も

　
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
け
や
き

コ
ー
ス
で
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
、　
月
１
日
金
か
ら
「
け

11

や
き
友
の
会
」
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
し
て
、
新
規
に
入
会
い
た
だ
い
た

方
に
千
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。

　
ま
た
、
す
で
に
入
会
さ
れ
て
い
る

方
が
家
族
や
友
人
な
ど
を
紹
介
い
た

だ
い
た
場
合
は
、
紹
介
者
に
３
千
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。

　
ど
ち
ら
も
、
次
回
か
ら
１
ポ
イ
ン

ト
１
円
で
利
用
可
能
で
す
。

　
さ
ら
に
、平
成
　
年
４
月
か
ら「
け

26

や
き
友
の
会
」
の
特
典
を
拡
大
し
、

現
在
、
平
日
２
千
円
の
割
引
を
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
含
む
全
日
２
千
円

割
引
と
し
ま
す
。

月
・
金
曜
日
は
５
千
　
円
に

８００

　
け
や
き
コ
ー
ス
は
、　
月
　
日
月

12

16

か
ら
　
年
２
月
　
日
金
ま
で
、
冬
季

26

28

特
別
料
金
と
し
て
現
在
、
平
日
９
千

　
円
の
利
用
料
金
を
８
千
　
円
に
値

800

800

下
げ
し
ま
す
。

　
月
曜
と
金
曜
日
は
、
千
円
の
市
民

特
別
割
引
も
あ
る
の
で
、「
け
や
き
友

リ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
場
け
や
き
コ
ー
ス
☎

７
１
３
８
 
１
１
１
１

－

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　
市
で
は
、
市
の
基
本
的
な
方
向
性

を
示
す
計
画
や
条
例
を
策
定
す
る
際

に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

募
集
し
、
施
策
に
反
映
さ
せ
る
「
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
「
野
田
市
健
康
づ
く
り
推
進
計
画

　
」
は
、
平
均
寿
命
の
延
伸
、
生
活

21習
慣
の
改
善
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
を
基
本
目
標
と
し
て
平
成
　
年
17

に
策
定
し
、
８
年
が
経
過
し
た
こ
と

か
ら
、
見
直
し
を
進
め
て
お
り
、
皆

さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　
計
画
の
素
案
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

と
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
の
１
階
窓
口
、

市
役
所
と
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
の
行
政

資
料
コ
ー
ナ
ー
、
各
公
民
館
、
各
図

書
館
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

　
意
見
の
提
出
は
、　
月
　
日
水
か

11

27

ら
　
月
　
日
木
ま
で
に
、
所
定
の
用

12

26

紙
か
任
意
の
書
式
で
直
接
持
参（
土
・

日
・
□祝 
を
除
く
）
す
る
か
、
閲
覧
場

所
に
あ
る
意
見
投
函
箱
に
投
函
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
提
出
す
る
ほ

か
、
郵
送
（
　
月
　
日
木
の
消
印
有

12

26

効
）、フ
ァ
ク
ス
（
思
７
１
２
５
 
１

０
０
１
）
で
、「
野
田
市
健
康
づ
く
り

推
進
計
画
　
（
素
案
）
に
対
す
る
意

21

見
」
と
明
記
し
、
〒
　
 
０
０
０
３

278

鶴
奉
７
 
４
野
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
い
た
だ
い
た
意
見
の
概
要

や
、
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
な

ど
は
、
個
人
情
報
を
除
き
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１

２
５
 
１
１
８
８

－

－

－

－

健
康
づ
く
り
推
進
計
画

　
　
　
　素
案
に
ご
意
見
を

野
田
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
場

「
け
や
き
友
の
会
」で

 　
　
　
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

 ～
新
規
入
会
者
に
千
ポ
イ
ン
ト
、紹
介
者
に
３
千
ポ
イ
ン
ト
～

２６年４月から１１月１日から現行

全日平日のみ平日のみプレー割引（２,０００円）

３,０００ポイントなし紹介会員紹介ポ
イント １,０００ポイントなし新規入会者

の
会
」
の
会

員
は
、
月
曜

と
金
曜
日
は

５
千
　
円
の

800

割
安
料
金
で

プ
レ
ー
で
き

ま
す
。

【
問
合
せ
】

み
ど
り
と
水

の
ま
ち
づ
く

り
課
、
け
や

き
友
の
会
は

野
田
市
パ
ブ
■けやき友の会の特典

１１月１日から



鋸

 放射線量 
測
定
器
の
貸
し
出
し
を
継
続

　
市
で
は
、
私
有
地
の
放
射
線
量

の
測
定
を
希
望
す
る
方
に
、
測
定

器
の
貸
し
出
し
を
引
き
続
き
行
っ

て
い
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
か
直

接
環
境
保
全
課
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
測
定
の
結
果
、
市
の
独

自
基
準
で
あ
る
毎
時
０
・
　
マ
イ

23

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
た
場
合

に
は
、
市
で
再
測
定
の
上
、
除
染

を
行
い
ま
す
。

【
貸
出
時
間
な
ど
】平
日
の
８
時
　30

分
～
　
時
・
運
転
免
許
証
な
ど
本

17

人
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参

【
申
込
み
と
問
合
せ
】環
境
保
全
課

竜
巻
に
よ
る
住
宅
被
害
に

　
　
　
　
災
害
見
舞
金
を
支
給

　
市
で
は
、
９
月
２
日
に
発
生
し
た

竜
巻
に
よ
り
住
宅
に
被
害
を
受
け
た

市
民
の
生
活
再
建
を
支
援
す
る
た
め
、

「
野
田
市
竜
巻
災
害
見
舞
金
」
を
支

給
し
ま
す
。

　
す
で
に
支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
世

帯
に
は
、通
知
文
を
送
付
し
ま
し
た
。

　
災
害
見
舞
金
の
対
象
と
な
る
方
で

通
知
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、
損
壊

箇
所
の
確
認
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
申
請
前
に
社
会
福
祉
課

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】
全
壊
や
半
壊
、
著
し
い
一

災害見舞金の申請は社会福祉課へ

部
損
壊
、　
万
円
以
上
の
補
修
費
用

10

を
要
し
た
一
部
損
壊
の
被
害
を
受
け

た
住
宅
を
所
有
し
て
い
る
世
帯

【
支
給
額
】
全
壊
・
半
壊
は
　
万
円
、

75

著
し
い
一
部
損
壊
は
　
万
円
、
一
部

25

損
壊
は
１
万
円

※
居
住
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
な

い
物
置
や
車
庫
、
ま
た
家
財
道
具
や

塀
な
ど
の
被
害
は
、
対
象
に
な
り
ま

せ
ん

【
申
請
場
所
】
社
会
福
祉
課

【
申
請
期
間
】
平
成
　
年
３
月
　
日

26

31

月
ま
で

【
申
請
で
き
る
方
】
９
月
２
日
現
在

市
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
さ
れ
て
い
る
方
で
、
竜
巻
に
よ

り
住
宅
に
被
害
を
受
け
た
世
帯
主

【
必
要
書
類
】
①
全
壊
や
半
壊
、
著

し
い
一
部
損
壊
の
世
帯
は
、
り
災
証

明
書
。
一
部
損
壊
の
世
帯
は
、
工
事

の
領
収
書
か
見
積
書
の
写
し
、
②
世

帯
主
名
義
の
振
込
先
口
座
の
分
か
る

も
の
と
印
鑑

※
り
災
証
明
の
申
請
方
法
や
必
要
な

書
類
な
ど
は
、
収
税
課
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
社
会
福
祉
課

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　
市
で
は
、
郊
外
部
の
買
物
弱
者
対

策
と
し
て
、
移
動
販
売
車
「
ま
ご
こ

ろ
便
」
の
運
行
を
１
月
か
ら
開
始
し

ま
し
た
。

　
「
ま
ご
こ
ろ
便
」は
、国
道
　
号
の

16

東
側
を
中
心
に
、
個
人
商
店
へ
の
影

響
に
配
慮
し
た
３
つ
の
コ
ー
ス
を
週

に
２
日
ず
つ
、計
　
の
停
留
所（
ス
テ

37

ー
シ
ョ
ン
）
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

車
内
で
手
に
取
っ
て
買
い
物
を

　
各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、　
分
か

20

ら
　
分
間
停
車
し
、
車
内
に
陳
列
さ

30
れ
た
商
品
を
、
直
接
手
に
取
っ
て
買

い
物
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
次
の
巡
回
時
に
必
要
な
も

の
が
あ
る
場
合
、
そ
の
場
で
注
文
を

移移
　
動動

販
売
販
売
車車
 
「
ま
ご
こ
ろ
便

「
ま
ご
こ
ろ
便
」」でで

季
節
の
品

   季
節
の
品
々々
やや
切
り
花

切
り
花
なな
　
　
どど 
もも
販
売
販
売

注文を受けた品を次回巡回時に持参

受
け
て
、
次
回
の
巡
回
時
に
持
参

す
る
「
注
文
販
売
」
も
好
評
で
す
。

　
さ
ら
に
、
季
節
の
品
々
や
切
り

花
な
ど
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
た
要
望
を
も
と
に
、
よ

り
充
実
し
た
品
ぞ
ろ
え
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
巡
回
日
は
、「
関
宿
北
部
・
中
部

し
て
い
ま
す
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
近
く
ま
で
来
る

と
音
楽
を
流
し
て
、
皆
さ
ん
が
来
る

の
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
近
く
に
住
ん
で
い
る
方
は
、
豊
富

な
品
ぞ
ろ
え
で
ま
す
ま
す
便
利
に
な

っ
た
「
ま
ご
こ
ろ
便
」
を
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
商
工
課

コ
ー
ス
」
が
月
曜
日
と
木
曜
日
、「
川

間
・
関
宿
南
部
コ
ー
ス
」
が
火
曜
日

と
金
曜
日
、「
東
部
・
福
田
コ
ー
ス
」が

水
曜
日
と
土
曜
日
で
す
。

音
楽
で
到
着
を
お
知
ら
せ

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、「
ま
ご
こ
ろ

便
」
の
看
板
を
設
置
し
、
巡
回
の
曜

日
や
到
着
時
間
、
出
発
時
間
を
掲
示

１日単位で貸し出し



漁

実
践
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に

　
野
田
市
の
平
成
　
年
中
の
火
災
発

24

生
件
数
は
　
件
で
、原
因
の
上
位
は
、

62

放
火
が
　
件
、
た
ば
こ
に
よ
る
も
の

12

が
８
件
、
火
遊
び
に
よ
る
も
の
が
６

件
で
し
た
。

　
ま
た
、
住
宅
火
災
に
よ
る
全
国
の

死
者
数
の
約
６
割
は
、「
逃
げ
遅
れ
」

が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
煙
や
熱
を
感
知
し
て
警
報
音
や
音

声
で
火
災
を
知
ら
せ
る
「
住
宅
用
火

災
警
報
器
」の
設
置
が
法
律
で
義
務
化

さ
れ
て
い
ま
す
。
初
期
段
階
で
火
災

の
発
生
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
早
急

な
消
火
活
動
や
避
難
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、必
ず
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

危
険
物
の
取
り
扱
い
に
注
意

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
、
身
近

に
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
、
軽
油
な

ど
は
、
火
災
を
発
生
さ
せ
る
危
険
性

が
非
常
に
高
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
が
思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
危
険
性
を
理
解
し
、
安

全
な
取
扱
方
法
を
身
に
つ
け
て
お
く

こ
と
が
事
故
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

○
火
気
な
ど
火
災
危
険
性
の
あ
る
場

所
で
は
取
り
扱
わ
な
い

○
法
令
に
適
合
し
た
容
器
を
使
用
す
る

○
直
射
日
光
の
あ
た
ら
な
い
通
気
性

の
よ
い
場
所
で
保
管
す
る

○
給
油
は
エ
ン
ジ
ン
な
ど
を
停
止
し

た
状
態
で
行
う

○
危
険
物
の
違
法
な
貯
蔵
・
取
り
扱

い
の
禁
止

火
災
予
防
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も

　
消
防
本
部
で
は
、　
月
９
日
土
　

11

13

時
　
分
か
ら
　
時
ま
で
、
シ
ョ
ッ
ピ

30

15

ン
グ
セ
ン
タ
ー
ノ
ア
店
（
中
根
　
 
36

１
）で
、景
品
の
配
布
や
消
防
音
楽
隊

に
よ
る
演
奏
、
市
内
小
学
生
に
よ
る

防
火
を
テ
ー
マ
に
し
た
ポ
ス
タ
ー
の

表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
を
　
月
11

６
日
水
か
ら
　
日
月
ま
で
の
８
時
　

11

30

分
か
ら
　
時
ま
で
、
市
役
所
１
階
ふ

20

れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
火
災
予
防
運
動
初
日
の
９

日
土
７
時
に
は
、
消
防
署
の
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、火
災
と
間
違

え
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
消
防
本
部
予
防
課
☎
７

１
２
４
 
０
１
１
４

－

－

　
「
　
番
の
日
」
で
あ
る
　
月
９
日

119

11

か
ら
　
日
ま
で
、「
消
す
ま
で
は
　
心

15

の
警
報
　
 Ｏ
Ｎ
 の
ま
ま
」
を
全
国
統

オ
ン

一
防
火
標
語
に
、
秋
季
全
国
火
災
予

防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
冬
が
近
づ
く
に
つ
れ
空
気
が
乾
燥

し
、
暖
房
器
具
の
使
用
も
始
ま
る
こ

と
か
ら
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時

期
を
迎
え
ま
す
。

　
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、一
人
一

人
が
日
常
生
活
で
防
火
を
意
識
し
、

■火災警報器の設置箇所と設置例

す
る
か
、設
置
さ
れ
た
住
宅
を
建
築
・

購
入
す
る
方
＝
①
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
、
②
家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ

ム（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）、
③
定
置
用
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
、

④
電
気
自
動
車
等
充
給
電
設
備
（
②

～
④
は
　
月
１
日
以
降
の
設
置
な
ど

10

が
対
象
）

※
市
税
の
滞
納
が
あ
る
方
や
、
申
請
書

提
出
前
に
工
事
着
手
し
た
方
な
ど
は
、

　
市
で
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す
る
方
に
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
家
庭
で
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
を
実
現
す
る「
エ
コ
住
宅
」

の
普
及
拡
大
を
目
的
に
、
住
宅
用

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
導
入
す
る

方
も
新
た
に
対
象
と
し
ま
し
た
。

【
対
象
】
次
の
設
備
を
市
内
で
自

己
居
住
用
の
住
宅
に
新
た
に
設
置

補
助
金
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

【
補
助
金
額
】
①
は
出
力
１
キ
ロ

ワ
ッ
ト
あ
た
り
２
万
円（
上
限
７
万

円
）、②
③
は
　
万
円
、④
は
５
万
円

10

【
申
請
受
付
期
間
】
平
成
　
年
２

26

月
　
日
金
ま
で

14
【
受
付
場
所
】
環
境
保
全
課

※
受
付
は
先
着
順
で
、申
請
総
額
が

予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を
終

了
し
ま
す
。設
置
工
事
を
契
約
し
て

い
る
方
は
、早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。ま
た
、国
の
補
助
金
と
あ
わ
せ

て
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

【
問
合
せ
】
環
境
保
全
課

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
設
　

　
置 
に

　
　
　
　
　
 補
助
金
を
交
付

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

 万
一
の
火
災
に
備
え

　
  火
災
警
報
器
の
設
置
を

設置箇所：寝室（就寝に利用する部屋）、階段（寝室の
　　　　　ある階の踊り場）
※下図の設置例では２階のみの設置ですが、１階の居室を就
　寝に利用している場合も、警報器の設置が必要となります



と
い
う
考
え
方
に
沿
っ
て
、
各
種

事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
の
開
設
や
防
災
行
政
無
線
の

整
備
を
は
じ
め
、
対
象
を
拡
大
し

　
平
成
　
年
度
の
市
の
財
政
状
況
は
、

24

歳
入
で
は
評
価
替
え
に
よ
り
固
定
資

産
税
が
減
る
一
方
で
、
歳
出
で
は
生

活
保
護
費
な
ど
が
年
々
伸
び
、依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
市
で
は
総

合
計
画
と
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
着
実

に
履
行
す
る
と
と
も
に
、
合
併
に
際

し
約
束
し
た
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、

基
本
的
に
そ
の
水
準
を
落
と
さ
な
い
」

 水
 水
田
に
よ
る
環
境
保
全
型
農
業
の

す
い推

進
、
買
物
弱
者
対
策
と
し
て
の
買

物
便
利
拠
点
「
の
だ
元
気
市
場
」
の

開
設
や
移
動
販
売
車
両
の
整
備
、
生

活
道
路
等
整
備
や
川
間
駅
北
口
駅
前

広
場
整
備
な
ど
の
合
併
関
連

事
業
、
災
害
時
協
力
井
戸
登

録
制
度
の
開
始
、
小
中
学
校

の
耐
震
補
強
事
業
な
ど
の
成

果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
　
年
度
の
事
業
に
要
し
た

24
費
用
は
、
特
別
会
計
を
含
め

た
全
歳
出
決
算
額
で
　
億
　

802

152

万
２
千
円
、
一
般
会
計
の
内

訳
は
、
歳
入
額
が
　
億
９
千

499

　
万
６
千
円
、
歳
出
額
が
　

553

484

億
２
千
　
万
１
千
円
と
な
り

869

ま
し
た
。

　
本
号
で
は
、９
月
定
例
市
議

会
で
認
定
さ
れ
た
決
算
の
あ

ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ーー
のの
開
設
開
設
やや

   　
　
防
災
行
政
無
線
整

防
災
行
政
無
線
整
備備
なな
　

　
どど 
実
施
実
施

平成２４年度決算◆一般会計歳入内訳　　　　　　（単位:千円・％）

構成比決算額区　　　分
０.８３８７,９９５議 会 費
９.７４,６７３,６５５総 務 費
３４.３１６,６１９,６４２民 生 費
１０.９５,２９５,６１９衛 生 費
０.２７９,９２４労 働 費
１.８８９６,２３８農 林 水 産 業 費
０.９４２７,１２５商 工 費
１１.９５,７６７,９２７土 木 費
４.９２,３８４,０２５消 防 費
１０.２４,９４６,１６２教 育 費
０.６２７４,９７０災 害 復 旧 費
１０.３４,９６６,７７７公 債 費
３.５１,７０８,６３２諸 支 出 金
１００.０４８,４２８,６９１歳 出 合 計

◆一般会計歳出内訳　　　　　　（単位:千円・％）

◆一般会計など決算の概要

歳
入
額
　

億
９
千
　

万
６
千
円

499

553

歳
出
額
　

億
２
千
　

万
１
千
円

484

869

一
般
会

一
般
会
計計

３月に本格稼働を開始したリサイクルセンタ３月に本格稼働を開始したリサイクルセンターー

禦

構成比決算額区　　　分
４３.9２１,９２６,１４６市 税
0.９４３７,５５６地 方 譲 与 税
０.１３８,０５６利 子 割 交 付 金
２.８１,３８１,０５４地 方 消 費 税 交 付 金
０.１４２,７５９配 当 割 交 付 金
０.０１２,４４８株式譲渡所得割交付金
０.４１７８,９７８ゴルフ場利用税交付金
０.２１２４,５１４自 動 車 取 得 税 交 付 金
０.２１２６,７２４地 方 特 例 交 付 金
１１.２５,５８７,０９７地 方 交 付 税
０.０２３,４５３交通安全対策特別交付金
１.２５７９,９４３分 担 金 及 び 負 担 金
２.０１,０２３,０６６使 用 料 及 び 手 数 料
１２.２６,０８８,６２９国 庫 支 出 金
５.0２,４８５,５８９県 支 出 金
０.０１５,４４１財 産 収 入
０.０１８,９０８寄 附 金
３.２１,５８１,００９繰 入 金
３.７１,８６６,１０４繰 越 金
２.６１,２９５,５１９諸 収 入
１０.３５,１６２,５４３市 債
１００.０４９,９９５,５３６歳 入 合 計

歳入歳出差引額歳出決算額歳入決算額
区　　　分

増減率平成２３年度平成２４年度増減率平成２３年度平成２４年度増減率平成２３年度平成２４年度

△１６.０1,８６６,１０４１,５６６,８４５△０.２４８,５１６,７５４４８,４２８,６９１△０.８５０,３８２,８５８４９,９９５,５３６一 般 会 計
７.１９０２,５６２９６６,３４８４.０１７,７５２,２４６１８,４６６,５２０４.２１８,６５４,８０８１９,４３２,８６８国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
△０.３５０,４２９５０,２５７７.３3,４９４,０３６３,７４７,３６３７.13,５４４,４６５３,７９７,６２０下 水 道 事 業 特 別 会 計
△２９.５１４３,２３０１００,９８５７８.５６２,７８２１１２,０９３３.４２０６,０１２２１３,０７８用 地 取 得 特 別 会 計
２２.４５６,４３５６９,０７１１０.１7,２５６,１６２７,９８８,３４１１０.２7,３１２,５９７８,０５７,４１２介 護 保 険 特 別 会 計
０.１1,０００１,００１△６.8３４３,８１９３２０,５４７△６.７３４４,８１９３２１,５４８次木親野井特定土地区画整理事業特別会計

△３９.４2,４５８１,４８９４.７1,０８７,２００１,１３７,９６７４.６1,０８９,６５８１,１３９,４５６後期高齢者医療特別会計
△８.８3,０２２,２１８２,７５５,９９６２.２７８,５１２,９９９８０,２０１,５２２１.７８１,５３５,２１７８２,９５７,５１８合 計

た
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
、
保
育

所
の
耐
震
診
断
、
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種
事
業
、
私
有
地
を

含
む
放
射
能
除
染
対
策
、
学
校
給
食

で
の
玄
米
黒
酢
米
の
使
用
や
冬
期
 湛
 
た
ん

（単位:千円・％、△は減を表す）



◆使われたお金　　　　　　　　　　    　　（一般会計）
１世帯当たり１人当たり

２６２,４６２円１０６,０４３円民 生 費
９１,０８９円３６,８０３円土 木 費
８３,６３０円３３,７８９円衛 生 費
７８,４３７円３１,６９１円公 債 費
７８,１１１円３１,５５９円教 育 費
７３,８０８円２９,８２１円総 務 費
９７,２６３円３９,２９８円そ の 他
７６４,８００円３０９,００４円合 計

◆市税の内訳　　　　　　　　　　　　　　　 　（一般会計）
１世帯当たり１人当たり

1５６,４２５円６３,２０１円固 定 資 産 税
１５２,６２３円６１,６６４円市 民 税
17,２７６円６,９８０円た ば こ 税
１６,２７５円6,５７６円都 市 計 画 税
3,６６５円1,４８１円そ の 他

３４６,２６４円１３９,９０２円合 計

土　　地　　　　 2,３２０,９２１愛

建　　物　　　　　３６１,９７４愛

有価証券　  　　  ３２３,４６０千円

出資による権利 3,３８０,３４７千円

債　　権　　　　２２１,６５３千円

基　　金
・現金　　　 　5,４９４,７１６千円
・土地　　　　　８９２,６７６千円
・債権　　　　　　６,０４０千円
地方債残高
・一般会計債   ４５,１６６,４９４千円
・下水道事業債  １８,９９５,９２８千円
・次木親野井特定土地区画整理事業債

１,１８１,６１３千円

◆財産など

◆健全化判断比率（表内の「－」は、黒字であり該当しません） ※「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の施行で、
平成１９年度決算から財政指標を公表することとされ、２０年
度決算からは、各基準を超えた場合に財政健全化計画や財
政再生計画などの作成が義務付けられました。
　「健全化判断比率」は、自治体の一般会計などの赤字の程
度を示す「実質赤字比率」や、水道や下水道など公営事業も
含めた赤字の程度を示す「連結実質赤字比率」、借金の返済
額の大きさを表す「実質公債費比率」、将来支払うことにな
る負担を「将来負担比率」で示します。
　また、「資金不足比率」は、公営企業の資金不足額が、事業
の規模に対してどの程度あるのかを示すものです。
　野田市の２４年度決算に伴う各財政指標は、いずれも基準
を下回っています。

法非適用企業法 適 用 企 業
下水道事業特別会計水道事業会計会 計 名

－－野 田 市 の 比 率
２０.0%２０.0%経営健全化基準

◆資金不足比率　（表内の「－」は、黒字であり該当しません）

早期健全化基準野 田 市 の 比 率
        １１.８４%－実 質 赤 字 比 率
        １６.８４%－連結実質赤字比率
        ２５.0%  9.４%実質公債費比率
      ３５０.0%７５.４%将 来 負 担 比 率

魚

◆市債の状況

※残高には、旧関宿町継承分が含まれ
ています
※表中の「１人当たり」「１世帯当たり」
は、住民基本台帳（平成２５年３月末現
在）の人口と世帯数によります

◆特別会計決算の概要

◆一般会計内訳

・２４年度の市債発行額（一般会計）

５１億６,２５４万３千円

１人当たり　 ３２,９４０円

１世帯当たり ８１,５２８円

・市債の残高（一般会計）

４５１億６,６４９万４千円

１人当たり    ２８８,１８９円

１世帯当たり ７１３,２８３円



亨

嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉

昆
虫
に
直
接
触
れ
て

　
　
楽
し
み
な
が
ら
自
然
学
習

野田自然保護連合会代表の柄澤さんの解説で

　
自
然
と
の
触
れ
合
い
で
生
物
多
様
性
の
大
切
さ
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、　
月
　
日
、郷
土
博
物
館
主
催

10

13

の
昆
虫
観
察
会
が
三
ツ
堀
里
山
自
然
園
で
行
わ
れ
た
。

　
就
学
前
の
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
　
人
が
参
加
し
、

12

２
時
間
ほ
ど
ト
ン
ボ
や
チ

ョ
ウ
な
ど
を
観
察
。

　
ア
キ
ア
カ
ネ
や
シ
ョ
ウ

リ
ョ
ウ
バ
ッ
タ
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
昆
虫
を
捕
ま
え
、

似
た
昆
虫
と
の
見
分
け
方

な
ど
を
楽
し
く
学
ん
だ
。

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

市民訪問

剣
の
道
を
極
め
ん
と

　
　
日
々
鍛
錬
を
続
け
て

大
高
　
幸
一
さ
ん

　「
剣
道
を
通
し
て
心
身
を
鍛
え
る
と

と
も
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
」と
話
す
の

は
、
平
成
　
年
か
ら
野
田
市
剣
道
連

24

盟
の
会
長
を
務
め
る
大
高
幸
一
さ
ん
。

　
昭
和
　
年
か
ら
野
田
市
の
剣
道
の

29

普
及
に
努
め
て
き
た
同
連
盟
は
、　10

月
　
日
、
文
部
科
学
省
の
生
涯
ス
ポ

11
ー
ツ
優
良
団
体
と
し
て
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　
現
在
、
５
歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
男

88

女
約
　
人
の
会
員
が
、
市
内
各
地
で

400

稽
古
に
励
ん
で
お
り
、
土
曜
日
の
オ

ー
プ
ン
サ
タ
デ
ー
ク
ラ
ブ
の
指
導
を

し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　
大
高
さ
ん
は
、
昼
間
は
春
風
館
道

場
の
管
理
運
営
や
中
学
校
で
の
武
道

講
師
を
務
め
、
夜
は
後
進
を
指
導
し

つ
つ
自
己
鍛
錬
も
し
て
い
ま
す
。

　
「
年
末
年
始
以
外
は〝
剣
道
漬
け
〟

の
毎
日
で
す
。　
年
前
、師
と
仰
ぐ
方

20

か
ら『
剣
道
は
、勝
つ
こ
と
で
は
な
い
。

心
身
を
鍛
錬
し
た
結
果
、
勝
て
る
も

の
だ
』と
教
わ
り
、こ
れ
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
終
わ
り
の
な
い
目
標
だ

か
ら
こ
そ
、
毎
日
休
み
な
く
続
け
ら

れ
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

蕃
昌
在
住
・
昭
和
　
年
生
ま
れ

２５

講師には「ふろしき王子」の異名も

　
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
の
一
環
と
し
て
、　
月
５
日

10

に
市
役
所
大
会
議
室
で
、
ふ
ろ
し
き
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
横
山
功
さ
ん
を
迎
え
、
ご
み
減
量
に
も
役
立

つ
「
風
呂
敷
の
使
い
方
講

座
」
を
開
催
し
た
。

　
横
山
さ
ん
は
実
際
に
バ

ッ
グ
や
リ
ュ
ッ
ク
、
帽
子

な
ど
を
作
っ
て
み
せ
「
工

夫
次
第
で
何
で
も
作
れ
ま

す
。気
に
入
っ
た
布
を
毎
日

持
ち
歩
い
て
普
段
の
生
活

に
役
立
て
て
」と
話
し
た
。

便
利
な「
風
呂
敷
」で

　
　
　
　
　
　
ご
み
も
減
量

紙上公共施設見学会
　　　　　　　　　　　　　　　　「郷土博物館」

２
日
土
か
ら
平
成
　
年
１
月
　
日
鞘

26

31

ま
で
、
市
内
の
絵
馬
　
点
を
ま
と
め

55

て
紹
介
す
る
「
野
田
の
絵
馬
～
な
ら

わ
し
、
な
り
わ
い
、
わ
ざ
わ
い
、
た

す
け
あ
い
」
展
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
開
館
時
間
は
９
時
か
ら
　17

時（
火
休
館
）で
、入
館
は
無
料
で
す
。

会
に
出
品
さ
れ
た
と
さ
れ
る
押
絵
 扁
 
へ
ん

額
「
野
田
醤
油
醸
造
之
図
」
は
、
当

時
の
醤
油
醸
造
の
様
子
を
伝
え
る
貴

重
な
資
料
と
し
て
、
市
の
指
定
文
化

財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
秋
に
は
、
郷
土
ゆ
か
り
の
特

別
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今
回

は
、
来
年
の
 午
 年
に
ち
な
み
、　
月

う
ま

11

　
郷
土
博
物
館
は
、
昭
和
　
（
１
９

34

５
９
）
年
４
月
に
開
館
し
た
、
県
内

初
の
登
録
博
物
館
で
す
。

　
２
階
建
て
の
建
物
は
、
日
本
近
代

建
築
家
と
し
て
著
名
な
山
田
守
氏
の

設
計
に
よ
る
も
の
で
、「
 校
  倉
 

あ
ぜ
 く
ら

 造
 」
が

づ
く
り

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
館
内
に
は
、
市
内
や
近
隣
地
域
か

ら
出
土
し
た
土
器
・
 埴
  輪
 ・
 勾
  玉
 な

は
に
 
わ
 

ま
が
 た
ま

ど
の
考
古
資
料
に
加
え
、
ほ
か
に
例

を
見
な
い
数
多
く
の
醤
油
に
関
す
る

資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
江
戸
時
代
の
醤
油
蔵
で

働
く
人
々
を
描
い
た
「
醤
油
醸
造
絵

馬
」
と
、
明
治
時
代
に
上
野
の
博
覧

野田の歴史的な歩みを伝える同館
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嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
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嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
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嘉
嘉
嘉

嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉※
古
い
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

ボランティア連絡協議会訪問（１８）
 　　　盲人給食サービスグループ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
持
ち
帰
り
の
弁

当
店
、宅
配
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
な
く
、

特
に
揚
げ
物
な
ど
、
火
を
使
う
調
理

が
難
し
い
視
覚
障
が
い
者
に
、
お
か

ず
を
届
け
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

◆
障
が
い
者
も
調
理
に
参
加

　
そ
の
後
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
外

　
視
覚
障
が
い
者
の
方
々
に
お
い
し

い
弁
当
を
届
け
よ
う
と
、
昭
和
　
年
58

に
結
成
さ
れ
た
の
が
、
盲
人
給
食
サ

ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
当
時
は
、
今
ほ
ど
市
内
に
コ
ン
ビ

◆
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
も

　
給
食
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
栄
養

士
が
レ
シ
ピ
を
考
え
、
会
員
の
皆
さ

ん
が
前
日
に
食
材
を
用
意
し
ま
す
。

　「
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
は
、月
に
１

度
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
の
食

事
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
う
で
す
」

と
話
す
の
は
、代
表
の
金
子
さ
ん
。「
新

出
介
助
の
充
実
に
伴
い
、
障
が
い
者

の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
調
理
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
毎
月
第
２
火
曜
日
に
１

食
　
円
で
保
健
セ
ン
タ
ー
で
調
理
を

300
行
い
、
そ
の
場
で
食
事
を
と
っ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
来
ら
れ
な
い
方

へ
の
宅
配
も
行
っ
て
い
ま
す
。

鮮
で
お
い
し
い
給
食
を
、
和
気
あ
い

あ
い
で
一
緒
に
作
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
続
け
ら
れ
る
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
盲
人
給
食
サ
ー
ビ
ス
グ

ル
ー
プ
・
金
子
☎
７
１
２
２
 
３
９

２
３

－

一緒に調理も楽しみながら

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

真
新
し
い
自
転
車
と

　
遺
跡
前
で
記
念
撮
影

　
写
真
は
、
竪
穴
式
住
居

を
復
元
し
た
中
根
八
幡
前

遺
跡
の
前
で
、昭
和
　（
１
45

９
７
０
）
年
ご
ろ
に
写
し

た
も
の
で
す
。

　
写
真
の
女
性
は
、
提
供

者
の
渡
辺
フ
ミ
さ
ん
で
、

買
っ
て
間
も
な
く
の
自
転

車
と
と
も
に
撮
影
し
た
も

の
だ
そ
う
で
す
。

　
「
当
時
、
遺
跡
の
周
り

は
畑
ば
か
り
で
、
の
ど
か

な
場
所
で
し
た
。
私
の
家

で
も
小
さ
な
畑
を
借
り
て

い
て
、
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ

な
ど
の
野
菜
を
作
っ
て
い

ま
し
た
。
実
家
の
船
形
か

ら
、
め
い
が
よ
く
来
て
、

こ
の
遺
跡
前
で
遊
ん
で
い

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
」

と
話
す
渡
辺
さ
ん
。

　
「
結
婚
す
る
前
は
、
自

転
車
に
乗
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
は
亡
き
夫
が
、
乗

り
方
を
教
え
て
く
れ
た
の

が
懐
か
し
い
で
す
」
と
当

時
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

※
復
元
住
居
は
、
老
朽
化
に

よ
り
解
体
し
、
現
在
は
解
説

板
を
設
置
し
て
い
ま
す

写真提供＝渡辺フミさん（中根）

ムカゴごはん

鈴木友子さん（木間ケ瀬）

①米はといでザルにあけ１時間ほど置き、ムカゴは
皮を残したままよく洗う②①の米を炊飯器に入れ、
だし汁、調味料を加えてよく混ぜ合わせる③②に①
のムカゴを乗せ、普段どおりにごはんを炊く④炊き
上がったら、ムカゴと米をよく混ぜて出来上がり。
※ムカゴは長芋の葉のつけ根にできる5ミリ～１セ
ンチの実で、種いもとしても利用されています。旬の
ムカゴをふんだんに使ったこの料理は、夫の好物で
よく作っていたものです。
　秋には、ゆめあぐり野田（市の農産物直売所）でも
販売しています。　
《材料》４人分:ムカゴ１カップ、米２合、カツオだし汁４００cc、
調味料（酒大さじ１、塩小さじ１、薄口しょうゆ小さじ1/2）

次のオリンピックには正式競技に

　
全
日
本
小
学
生
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
決
勝
大
会
が
、

日
本
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会
と
福
島
県
富
岡
町
の
共
催

に
よ
り
、　
月
　
日
、
千
葉
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
川
間

10

13

コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

　
秋
空
の
下
、
日
本
全
国

か
ら
勝
ち
上
が
っ
て
き
た

小
学
生
ゴ
ル
フ
ァ
ー
　
人
120

が
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　
野
田
市
か
ら
も
３
人
が

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ（
初
心
者

用
の
ゴ
ル
フ
）の
部
に
交
流

枠
で
参
加
し
、
健
闘
し
た
。

小
学
生
ゴ
ル
フ
ァ
ー
が
熱
戦

　
　
ヤ
ー

ド
級 
の
ド
ラ
イ
バ
ー
シ
ョ
ッ
ト
も

260
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月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

11
間
で
す
。
市
で
は
、「
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
」
を
設
置
し
、
児
童

相
談
所
や
警
察
署
、
医
師
会
な
ど
と

連
携
し
て
、児
童
虐
待
の
早
期
発
見
・

早
期
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
損
な
い
、
心
身
に
重
大
な

影
響
を
与
え
、
家
庭
と
い
う
密
室
で

起
こ
る
こ
と
や
子
ど
も
が
声
を
上
げ

に
く
い
こ
と
が
あ
る
た
め
、
虐
待
の

兆
候
に
早
く
気
付
く
こ
と
が
子
ど
も

を
救
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
身
の
回
り
で
「
不
自
然
な
傷
や
あ

ざ
が
あ
る
」、「
大
人
の
怒
鳴
り
声
や

子
ど
も
の
泣
き
声
が
日
常
的
に
聞
こ

え
る
」な
ど
、
虐
待
が
心
配
さ
れ
る
子

ど
も
が
い
た
と
き
は
迷
わ
ず
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
児
童
虐
待
相
談
電
話
「
子
ど
も
S

O
S
」
☎
・
思
０
１
２
０
 
７
８
３

－

２
８
１
（
月
～
金
９
時
～
　
時
。
時

17

間
外
、
土
・
日
・
□祝 
は
留
守
番
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
）

◆
児
童
虐
待
な
ど
の
相
談
…
児
童
家

庭
課
、柏
児
童
相
談
所
☎
７
１
３
１

 
７
１
７
５
、千
葉
県
子
ど
も
家
庭
　110

番（
　
時
間
対
応
）☎
　（
　
）１
１
５

24

043
252

２
、児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
 
０
６
４
 
０
０
０

◆
緊
急
時
…
　
番
110

◎
市
役
所
で
ポ
ス
タ
ー
展
な
ど

　
ま
た
、
児
童
虐
待
防
止
啓
発
の
一

環
と
し
て
、　
月
６
日
水
か
ら
　
日

11

12

火
正
午
ま
で
は
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
１

階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
、　
日
13

水
か
ら
　
日
火
ま
で
は
市
役
所
１
階

19

ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、「
わ
た
し

の
願
う
家
族
・
家
庭
」
を
テ
ー
マ
に
、

市
内
の
小
中
学
生
が
作
成
し
た
ポ
ス

タ
ー
展
を
開
催
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

－

－

－

　
合
併
　
周
年
を
記
念
し
て
、
市
と

10

Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送
局
の
共
催
で
「
み

ん
な
D
E
ど
ー
も
く
ん
！
」
の
公
開

録
画
を
、　
月
　
日
醤
　
時
　
分
か

12

15

14

30

ら
　
時
　
分（
予
定
）ま
で
、
文
化
会

15

30

館
で
行
い
ま
す
。

　
番
組
は
、
ゲ
ス
ト
に
チ
ャ
ー
リ
ー

　「「
み
ん
な
D

み
ん
な
D
EE
ど
ー
も
く
ん

ど
ー
も
く
ん
!!
」」

NHKNHK

公
開
録

          公
開
録
画画
観
覧
者

観
覧
者
をを
募
集
募
集

西
村
氏
（
サ
イ
エ
ン
ス
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ナ
ー
）
を
迎
え
、

ど
ー
も
く
ん
や
そ
の
仲
間
た

合
併
　
周
年
記
念
事
業

10

ち
な
ど
に
よ
る
お
芝
居
や
親
子
で
楽

し
め
る
ク
イ
ズ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
観
覧（
無
料
）を
希
望
す
る
方
は
、　11

月
　
日
金
必
着
で
、往
復
は
が
き
に
必

29

要
事
項
を
記
入
し
、〒
　
 
０
０
０
３

278

鶴
奉
５
 
１
野
田
市
文
化
会
館
Ｎ
Ｈ

Ｋ「
み
ん
な
D
E
ど
ー
も
く
ん
！
」観

覧
係
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
記
入
漏
れ
が
あ
る
場
合
は

無
効
で
、
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

　
当
選
は
が
き
１
枚
で
４
人（
１
歳
以

上
）ま
で
入
場
で
き
ま
す
。

　
申
し
込
み
情
報
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら

の
抽
選
結
果
の
連
絡
の
ほ
か
、
番
組

や
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
、
受
信
料
の
お

願
い
に
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
番
組
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
B
S
放

送
「
B
S
プ
レ
ミ
ア
ム
」
で
平
成
　26

年
1
月
　
日
醤
８
時
　
分
か
ら
９
時

19

55

　
分
と
３
月
　
日
火
　
時
か
ら
　
時

30

11

18

18

　
分
に
放
送
予
定
で
す
。

29【
問
合
せ
】
文
化
会
館
☎
７
１
２
４

 
１
５
５
５
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送
局

☎
　（
　
）１
０
０
１

043
203

－

－

－

何も記入しない
でください。

※抽選結果を印
　刷します

野田市鶴奉５-１
野田市文化会館

ＮＨＫ「みんなDEど
ーもくん！」
　　　　　観覧係

- 3000872

往信 表 返信 裏

観覧申し込み

-

①郵便番号
②住所
③名前

チャーリー西村氏

　
平
成
　・
　
年
度
の
入
札
参
加
資
格

26
27

審
査
申
請
の
受
付
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た「
ち
ば
電
子
調
達
シ
ス

テ
ム
」の
電
子
申
請
に
よ
り
行
っ
て
い

ま
す
。利
用
方
法
な
ど
詳
細
は
、千
葉

県
電
子
自
治
体
共
同
運
営
協
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.e-chi

ba.org/

）
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
同
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
☎
　（
　
）５

043
441

５
５
１
で
、平
日
９
時
か
ら
　
時
ま
で

17

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
受
付
期
間
】　
月
　
日
月
ま
で

11

18

【
問
合
せ
】
管
財
課

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

子
ど
も
へ
の
虐
待
を
見
か
け
た
ら
相
談
を

小
児
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
変
更
に
　
　

　
市
で
は
、
髄
膜
炎
や
菌
血
症
、肺

炎
な
ど
に
予
防
効
果
が
あ
る
肺
炎
球

菌
感
染
症
の
定
期
予
防
接
種
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
　
月
１
日
か
ら
、こ
れ
ま
で
の
７

11
種
類
の
肺
炎
球
菌
に
効
果
の
あ
る
も

の
か
ら
、　
種
類
の
肺
炎
球
菌
に
効

13

果
の
あ
る
も
の
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

　
す
で
に
、定
期
予
防
接
種
を
開
始
し
、

完
了
し
て
い
な
い
場
合
も
、新
し
い
ワ

ク
チ
ン
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

◆
接
種
は
市
内
指
定
医
療
機
関
で

　
野
田
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
が
対

象
で
す
。母
子
健
康
手
帳
を
持
参
の
上
、

市
内
指
定
医
療
機
関
で
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。

　
指
定
医
療
機
関
や
接
種
方
法
な

ど
の
詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１

２
５
 
１
１
８
８
、関
宿
保
健
セ
ン

タ
ー
☎
７
１
９
８
 
５
０
１
１

－

－

①郵便番号

②住所

③名前

④電話番号

返信 表 往信 裏

※往復はがきの表裏で往信返信欄は左右反対に
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供

総
合
公
園
で
少
年
野
球
教
室

　
市
で
は
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

と
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
に
、

神
長
英
一
氏
（
法
政
大
学
野
球
部
監

督
）
と
同
校
野
球
部
員
に
よ
る
模
範

演
技
と
実
技
指
導
を
行
う
少
年
野
球

教
室
を
実
施
し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】　
月
　
日
醤
　
時

11

24

10

～
　
時
　
分
総
合
公
園
野
球
場
（
雨

15

30

天
時
は
同
園
体
育
館
）

【
対
象
者
】
市
内
少
年
野
球
チ
ー
ム

の
選
手
、
指
導
者
、
市
内
小
中
学
生

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
実
技
指
導
の

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、　
月
８
日

11

鞘
ま
で
に
青
少
年
課
（
平
日
）
か
、

野
田
市
少
年
野
球
連
盟
・
堀
江
☎
７

１
２
３
 
６
３
６
２（
上
・
醤
・
□祝 
）へ

－

ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

　
犬
や
猫
な
ど
の
動
物
を
飼
う
方
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
最
近
フ
ン
の
放

置
や
放
し
飼
い
な
ど
で
、
周
り
に
迷

惑
を
か
け
て
い
る
と
い
う
苦
情
が
、

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
　
月
は
「
動
物
に
よ
る
危
害

11

防
止
対
策
強
化
月
間
」
で
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
飼
い
主
は
、
周
り
に
迷

惑
や
危
害
を
加
え
る
こ
と
の
な
い
よ

を
与
え
な
い

⑤
サ
ル
や
ヘ

ビ
、
ワ
ニ
な

ど
の
特
定
動

物
を
飼
う
場

合
は
、
野
田

健
康
福
祉
セ

う
に
注
意
し
、
適
正
な
管
理
と
し
つ

け
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
飼
い
主
の
注
意
点
　
①
動
物
に
は

迷
子
札
や
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
つ
け
、

飼
い
主
が
わ
か
る
よ
う
に
す
る
②
犬

の
場
合
、
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
必
ず
し
、
放
し
飼
い
は
し
な
い
。

犬
を
運
動
さ
せ
る
時
は
、
犬
を
制
止

で
き
る
人
が
短
い
引
き
綱
で
行
う
③

猫
は
屋
内
で
飼
う
④
飼
い
主
が
わ
か

ら
な
い
犬
や
猫
に
は
、
む
や
み
に
餌

看板はプラスチック製で看板はプラスチック製ですす

ン
タ
ー
（
野
田
保
健
所
）
の
所
長
の

許
可
が
必
要
⑥
動
物
が
逃
げ
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
保
健
所
、
警
察
へ
通
報

す
る
。

　
ま
た
、
市
で
は
、
犬
の
散
歩
時
の

マ
ナ
ー
を
啓
発
し
よ
う
と
、
看
板
を

作
成
し
、
環
境
保
全
課
窓
口
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
野
田
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
野
田
保
健
所
）
☎
７
１
２
４
 

８
１
５
５
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
東

葛
飾
支
所
☎
７
１
９
１
 
０
０
５
０

注
意
看
板
の
こ
と
は
環
境
保
全
課

－

－

対前年度比
（％）増減平成２３年度平成２４年度区分

99.6 △638157,363156,725行政区域内人口（人）総
括
事
項

100.0 55150,682150,737現在給水人口（人）
101.2 65654,18054,836現在給水戸数（戸）
－0.4ポイント95.896.2普及率（％）
98.1 △287,23714,773,50714,486,270給水量（逢）

水
量
等
の
内
訳

94.0 △197,7493,295,5273,097,778自己水量（逢）内
訳 99.2 △89,48811,477,98011,388,492受水量（逢）

99.6 △53,96114,025,78813,971,827有収水量（逢）
99.0 △116,53111,434,90411,318,373家庭用（逢）

内
訳 99.7 △1,351484,726483,375工場用（逢）

103.0 63,9212,106,1582,170,079その他（逢）
－1.5ポイント94.996.4有収率（％）
93.8 △2,84646,13243,286一日最大給水量（逢）
93.8 △19306287一人一日最大給水量（渥）
98.3 △67740,36539,688一日平均給水量（逢）
98.1 △5268263一人一日平均給水量（渥）

対前年度比
（％）増減平成２３年度平成２４年度区分

99.6△12,573,5453,228,202,5433,215,628,998収入
収益的
収支

101.440,725,1842,871,667,1832,912,392,367支出
85.1△53,298,729356,535,360303,236,631収支差引
83.5△53,566,263324,501,023270,934,760純利益（税抜）
110.41,556,29414,966,47716,522,771収入資本的

収支 101.918,551,1771,002,404,1661,020,955,343支出
101.7△ 16,994,883△ 987,437,689△ 1,004,432,572収支差引

◆決算概要

◆業務概要 　
平
成
　
年
度
の
野
田
市
水
道
事
業

24

会
計
の
決
算
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

　
収
益
的
収
支
は
、
総
収
益
　
億
１

32

千
　
万
８
千
　
円
、
総
費
用
　
億
１

562

998

29

千
　
万
２
千
　
円
で
、
収
支
差
引
３

239

367

億
　
万
６
千
　
円
、
当
年
度
純
利
益

323

631

（
税
抜
）２
億
７
千
　
万
４
千
　
円
と

93

760

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
資
本
的
収
支
で
は
、
総
収

入
１
千
　
万
２
千
　
円
、
総
支
出
　

652

771

10

億
２
千
　
万
５
千
　
円
で
、　
億
　

95

343

10

443

万
２
千
　
円
の
収
入
不
足
と
な
り
、

572

不
足
額
は
、
損
益
勘
定
留
保
資
金
や

積
立
金
な
ど
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

　
施
設
整
備
で
は
、水
道
水
の
安
定
供

給
の
た
め
の
老
朽
管
布
設
替
工
事
・
未

整
備
地
域
解
消
の
た
め
の
配
水
管
布

設
工
事
と
し
て
総
工
事
延
長
５
千
　
・
927

　
メ
ー
ト
ル
の
整
備
や
浄
配
水
場
施

82設
更
新
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
水
道
部
業
務
課
☎
７
１

２
４
 
５
１
４
５

－

水
道
事
業
会
計
決
算
状
況

平
成
　
年
度

２４

△は減を表す

△は減を表す
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育
所

◆
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
　

　
月
　
日
上
　
時
　
分
～
　
時
　

11

16

10

45

11

45

分
文
化
会
館
で
。
大
谷
貴
子
氏（
全

国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会

前
会
長
）
に
よ
る
「
共
に
生
き
る

社
会
を
目
指
し
て
」。
手
話
通
訳
・

要
約
筆
記
・
磁
気
ル
ー
プ
あ
り
。

当
日
会
場
受
付
。
問
社
会
教
育
課

◆
野
田
市
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
連
合

会
カ
ラ
オ
ケ
大
会
　
　
月
　
日
障

11

21

　
時
　
分
～
　
時
文
化
会
館
で
。

12

30

16

当
日
会
場
へ
。
問
高
齢
者
福
祉
課

◆
野
田
市
子
ど
も
人
権
作
品
展
　

　
月
　
日
鞘
～
　
月
３
日
鍾
９
時

11

29

12

～
　
時
（
最
終
日
は
　
時
ま
で
）

17

15

市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。

市
内
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の

作
品
を
展
示
。
問
指
導
課

◆
産
学
官
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　

　
月
　
日
鞘
　
時
　
分
～
　
時
東

11

29

14

30

19

葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ（
柏
市
）で
。講
演

会
や
展
示
会
な
ど
。申
込
み
は
事
前

月
　
日
醤
　
時
　
分
～
　
時
　
分

17

13

30

15

30

市
民
会
館
で
。須
田
敏
男
氏（
歌
謡

史
研
究
家
）に
よ
る「
昭
和
歌
謡
史

パ
ー
ト
３
」。
先
着
　
人
。　
円
。

20

500

③
呈
茶
席
…
　
月
　
日
醤
　
時
～

11

24

10

　
時
市
民
会
館
で
。
先
着
　
人
。

15

70

　
円（
菓
子
代
）。
当
日
会
場
へ
。

300②
の
申
込
み
は
　
月
５
日
鍾
か
ら

11

同
館
☎
７
１
２
４
 
６
８
５
１
へ

◆
国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ
　
　
月
　

11

10

日
醤
　
時
～
　
時
市
民
会
館
で
。

11

15

外
国
人
の
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
や
民

族
舞
踊
、
各
国
の
料
理
・
喫
茶
コ

ー
ナ
ー（
有
料
）な
ど
。雨
天
中
止
。

当
日
会
場
へ
。
問
企
画
調
整
課
内

野
田
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

◆
和
太
鼓
ラ
イ
ブ
＆
ば
ち
体
験
セ

ッ
シ
ョ
ン
　
　
月
　
日
日
　
時
～

11

10

13

　
時
　
分
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

16

30

で
。
津
久
太
鼓
の
演
奏
。
当
日
会

場
へ
。
問
南
図
書
館
☎
７
１
２
５

 
７
９
８
１

◆
の
だ
と
く
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３

　
　
月
　
日
土
９
時
　
分
～
　
時

11

16

30

14

　
分
野
田
特
別
支
援
学
校
で
。
舞

40台
発
表
や
販
売
会
な
ど
。
P
T
A

に
よ
る
バ
ザ
ー
も
。上
履
き
持
参
。

問
同
校
☎
７
１
２
２
 
７
２
７
０

◆
　
月
の
園
庭
開
放
　
保
育
所
の

11
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、
親
子
で
保

育
体
験
。
育
児
相
談
も
。　
時
～

10

　
時
。
当
日
会
場
受
付
。
問
各
保

11

―

―

―

　
月
　
日
鞘
、②
③
は
　
日
鐘
必

11

15

27

着
で
電
話
か
往
復
は
が
き（
住
所
・

氏
名
・
ふ
り
が
な
・
年
齢
・
☎
を

明
記
・
１
家
族
１
通
）で
〒
　
 
０

270

２
２
５
平
井
　
関
宿
総
合
公
園
体

401

育
館
☎
７
１
９
８
 
８
５
０
０
へ

◆
県
立
関
宿
城
博
物
館
で
教
室
な

ど
　
①
版
画
年
賀
状
教
室
…
　
月
12

７
日
上
　
時
～
　
時
。地
井
紅
雲

10

16

氏（
版
画
家
）が
指
導
。先
着
　
人
。

10

　
円
。
②
博
物
館
セ
ミ
ナ
ー
…
　

500

12

月
　
日
醤
　
時
　
分
～
　
時
　

22

13

30

15

30

分
。松
井
哲
洋
氏（
同
館
展
示
協
力

員
）に
よ
る「
船
と
日
本
人
」。先
着

　
人
。　
円
。③
関
宿
城
百
景
写
真

30

200

展
…
平
成
　
年
１
月
　
日
鉦
か
ら

26

13

開
催
。作
品
を
　
月
１
日
醤
～
　

12

23

日
鉦
に
募
集
。
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を
。
申
込
み
は
①
は
　
月
７
日

11

障
、
②
は
　
月
　
日
金
９
時
か
ら

11

22

同
館
☎
７
１
９
６
 
１
４
０
０
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
郷
土
博
物
館
で
展
示
な
ど
　
①

特
別
展「
野
田
の
絵
馬
」…
　
月
2

11

日
上
～
平
成
　
年
１
月
　
日
鞘
９

26

31

時
～
　
時
。
②
寺
子
屋
講
座
…
　

17

11
―

――

講
座
・
教
室

◆
消
費
者
自
立
支
援
講
座
　
　
月
11

　
日
鉦
　
時
　
分
～
正
午
中
央
コ

11

10

30

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。
消
費
者
問

題
を
学
習
。
高
校
生
以
上
。
先
着

　
人
。
申
込
み
は
　
月
５
日
鍾
か

40

11

ら
電
話
か
直
接
野
田
公
民
館
☎
７

１
２
３
 
７
８
１
９
へ

◆
講
演
劇
「
山
中
直
治
～
野
田
が

生
ん
だ
童
謡
作
曲
家
」　
　
月
　
日

11

17

醤
　
時
　
分
～
　
時
　
分
欅
の
ホ

13

30

15

30

ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
で
。
先
着
　
人
。

300

当
日
会
場
へ
。
問
野
田
公
民
館
☎

７
１
２
３
 
７
８
１
９

◆
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
で
ス
ポ

ー
ツ
教
室
　
①
楽
し
い
健
康
気
功

教
室
…
　
月
　
日
～
　
月
　
日
の

11

20

12

18

鐘
９
時
　
分
～
　
時
。全
５
回
。２

30

11

千
　
円
。
②
ら
く
ら
く
健
康
体
操

500
…
　
月
６
日
～
　
日
の
金
９
時
　

12

27

40

分
～
　
時
　
分
。全
４
回
。女
性
。

10

30

２
千
円
。マ
ッ
ト
持
参
。③
卓
球
初

心
者
教
室
…
　
月
３
日
、　
日
、　

12

10

17

日
の
鍾
、　
日
鉦
　
時
～
　
時
。全

23

14

16

４
回
。千
　
円
。い
ず
れ
も
　
歳
以

500

20

上
。　
人（
抽
選
）。申
込
み
は
①
は

30
―

―

※
相
談
会
場
＝
□市 
…
市
役
所
／
□い 
…
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

市
民
相
談
室
（
☎
７
１
２
５
 
１
１
１
１
代
表
）

◆
一
般
市
民
相
談
　
日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
や
相
続
、
離
婚
な
ど

の
一
般
的
な
手
続
き
な
ど
。
簡
単
な
相
談
は
電
話
も
可

※
一
般
市
民
相
談
や
各
種
相
談
は
、
今
後
の
対
応
方
法
の
た
め
の

助
言
な
ど
を
行
う
も
の
で
す

※
　
月
の
法
律
・
不
動
産
・
交
通
事
故
・
行
政
・
税
務
相
談
は
、　

11　
月
1
日
金
９
時
か
ら
電
話
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す

11
◆
法
律
相
談
　
法
律
問
題
で
弁
護
士
に
相
談
し
た
い
と
き
。
た
だ

し
裁
判
で
訴
訟
、
調
停
中
の
も
の
は
不
可
。
□市 
＝
５
・
　
・
　
・

14

15

　
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
６
日
間
で
　
人

22

26

28

60

◆
不
動
産
相
談
　
土
地
や
建
物
の
取
引
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。
８
人

13

◆
交
通
事
故
相
談
　
交
通
事
故
で
の
示
談
や
自
賠
責
保
険
な
ど
。

　
□市 
＝
８
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
３
日
間
で
　
人

29

20

18

◆
行
政
相
談
　
国
や
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
へ
の
苦
情
や
要
望
な

ど
。□い 
＝
　
日
。川
間
公
民
館
＝
　
日
。２
日
間
で
８
人

13

19

◆
税
務
相
談
　
相
続
税
・
贈
与
税
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。
８
人

15

人
権
施
策
推
進
課（
市
役
所
内
）

◆
人
権
相
談
　
人
権
問
題
で
の
悩
み
な
ど
。□市 
＝
７
・
　
・
　
日
。

18

27

　
□い 
＝
　
日
。
４
日
間
で
　
人
。
電
話
予
約

21

16

児
童
家
庭
課（
市
役
所
内
）

◆
家
庭
児
童
相
談
室
　
児
童
の
問
題
な
ど
。
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
17

◆
児
童
虐
待
相
談
電
話
「
子
ど
も
S
O
S
」
　
鉦
～
鞘
９
時
～
　17

時
。
時
間
外
、
上
・
醤
・
□祝 
は
留
守
番
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
。
☎
・
思

０
１
２
０
 
７
８
３
２
８
１

◆
母
子
・
父
子
家
庭
・
婦
人
相
談
　
母
子
、
父
子
家
庭
、
寡
婦
な
ど
。

火
～
鞘
９
時
～
　
時（
月
は
９
時
～
　
時
）

17

19

◆
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業
　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
中

の
母
子
家
庭
の
母
か
父
子
家
庭
の
父
。個
別
相
談（
要
予
約
）、就
労
の
た

め
の「
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」作
成
。鉦
９
時
～
　
時
、鞘
９
時
～
　
時

19

17

職
業
相
談
室（
商
工
課
）

◆
無
料
職
業
紹
介
所
　
市
が
独
自
に
開
拓
し
た
求
人
情
報
の
提
供
。 

   □市 
２
階
＝
鉦
・
鐘
・
鞘
。□い 
４
階
＝
第
３
鍾
。い
ず
れ
も
９
時
～
　
時
17

◆
内
職
相
談
　
□市 
２
階
＝
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時
　
分

10

15

30

◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
だ（
問
合
せ
・
予
約
＝
商
工
課
／
会
場
＝
野
田

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
）　
セ
ミ
ナ
ー
・
個
別
相
談（
要
予
約
）、

求
人
案
内
。　
歳
未
満
の
方
か
そ
の
親
。　
日
火
　
時
～
　
時

35

26

10

16

パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
社
会
福
祉
課
・
商
工
課
）

◆
自
立
す
る
た
め
の
生
活
・
就
労
な
ど
に
関
す
る
総
合
相
談
　
□市 

２
階
＝
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
。☎
７
１
２
８
 
４
０
３
８

17

青
少
年
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
５
 
２
６
３
９
）

―

―

―

―

侠

保
育
所
名

清

水

中

根

福

田

乳

児

古
布
内

木
間
ケ
瀬

あ
た
ご

尾

崎

北

部

南

部

東

部

花

輪
開
放
日

　
日
火

12　
日
火

12　
日
火

12　
日
火

12　
日
水

13　
日
水

13　
日
水

13　
日
水

13　
日
水

27　
日
木

14　
日
木

14　
日
木

14　
日
木

28　
日
火

19

電
　
　
話

☎
７
１
２
２
・
５
０
５
０

☎
７
１
２
２
・
５
７
４
１

☎
７
１
３
８
・
０
５
７
７

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
４

☎
７
１
９
６
・
１
８
８
０

☎
７
１
９
８
・
３
８
２
５

☎
７
１
２
２
・
２
６
７
３

☎
７
１
２
９
・
２
０
０
９

☎
７
１
２
５
・
４
６
９
７

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
１

☎
７
１
２
２
・
７
１
５
８

☎
７
１
２
２
・
１
７
７
０
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頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼
◆
愛
宕
駅
周
辺
地
区
市
街
地
整
備

事
務
所
が
市
役
所
６
階
に
　
　
月
　

11

18

日
鉦
か
ら
移
転
。問
同
事
務
所
☎
７

１
２
１
 
３
３
１
７（
　
日
醤
ま
で
）

17

◆
ひ
と
り
親
家
庭
を
Ｊ
リ
ー
グ
観

戦
に
招
待
　
　
月
　
日
土
　
時
か

11

30

17

ら
日
立
柏
サ
ッ
カ
ー
場（
柏
市
）で
。

柏
レ
イ
ソ
ル
対
Ｆ
Ｃ
東
京
戦
。ひ
と

り
親
家
庭
の
　
歳
未
満
の
子
と
親
。

18

６
組
　
人（
抽
選
）。申
込
み
は
　
月

12

11

　
日
金
必
着
で
往
復
は
が
き（
住
所・

15氏
名
・
☎
を
明
記
）で
〒
　
 
８
５

278

５
０
野
田
市
役
所
児
童
家
庭
課「
Ｊ

リ
ー
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
希
望
」担
当
へ

会
議
な
　

　
ど 
の
公
開

◆
野
田
市
消
防
委
員
会
　
　
月
　

11

13

日
鐘
　
時
　
分
か
ら
市
役
所
２
階

13

30

中
会
議
室
で
。
先
着
５
人
。　
時
13

か
ら
受
付
。
問
消
防
本
部
総
務
課

☎
７
１
２
４
 
０
１
２
８

―

―

―

で
全
日
休
館
　
　
月
　
日
月
は
消

11

11

毒
の
た
め
全
館
休
館
、会
議
室
な
ど

全
て
利
用
不
可
。
社
会
福
祉
協
議

会
も
休
館
。
問
中
央
公
民
館
☎
７

１
２
４
 
１
５
５
８
、
社
会
福
祉

協
議
会
☎
７
１
２
４
 
３
９
３
９

◆
年
末
調
整
等
説
明
会
　
　
月
　

11

12

日
鍾
　
時
　
分
～
　
時
　
分
市
役

13

30

15

30

所
８
階
大
会
議
室
で
。
給
与
支
払

者
が
対
象
。当
日
会
場
受
付
。問
柏

税
務
署
☎
７
１
４
６
 
２
３
２
１

◆
環
境
影
響
評
価
調
査
計
画
書
の

説
明
会
　
　
月
　
日
障
　
時
～
　

11

14

19

21

時
関
宿
中
部
公
民
館
で
。
杉
戸
屏

風
深
輪
産
業
団
地
整
備
事
業
。
当

日
会
場
受
付
。
問
環
境
保
全
課

◆
狩
猟
解
禁
　
期
間
は
　
月
　
日

11

15

鞘
～
平
成
　
年
２
月
　
日
上
。
目

26

15

立
つ
服
の
着
用
や
ラ
ジ
オ
の
携
帯

な
ど
事
故
防
止
対
策
を
。
問
県
自

然
保
護
課
☎
　（
　
）２
９
７
２

043
223

―

――

に
同
プ
ラ
ザ
☎
７
１
３
３
 
０
１

３
９・
思
７
１
３
３
 
０
１
６
２
へ

◆
せ
き
や
ど
図
書
館
ま
つ
り
　
　11

月
　
日
上
、　
月
１
日
醤
９
時
～

30

12

　
時
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
で
。
ア
ニ

17メ
映
画
上
映
や
工
作
教
室
、
洋
絵

本
展
な
ど
。
問
せ
き
や
ど
図
書
館

☎
７
１
９
８
 
４
９
４
６

◆
東
部
地
区
マ
ラ
ソ
ン
大
会
　
　12

月
１
日
日
９
時
　
分
東
部
中
学
校

10

ス
タ
ー
ト
。小
学
校
学
年
別
、中
学

校
男
女
、一
般
男
女
の
部
。申
込
み
は

　
月
　
日
日
ま
で
に
直
接
東
部
公

11

24

民
館
☎
７
１
２
２
 
４
２
０
２
へ

◆
赤
丸
急
上
昇
D
A
N
C
E
人
生

劇
場
　
現
代
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ

「
赤
丸
急
上
昇
」の
指
導
と
公
演
。

①
ダ
ン
ス
作
品
作
り
…
　
月
３
日

12

鍾
～
５
日
障
　
時
　
分
～
　
時
　

13

30

16

30

分
欅
の
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
で
。

　
歳
以
上
。
先
着
　
人
。
②
公
演

60

20

―

―

―

―

…
　
月
７
日
上
　
時
～
　
時
欅
の

12

15

17

ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
で
。
①
の
参

加
者
も
出
演
。
定
員
　
人
。
前
売

300

り
千
円
（
当
日
千
　
円
）、
高
校
生

200

以
下
無
料
。
③
ペ
ア
ダ
ン
ス
…
　12

月
８
日
醤
　
時
～
正
午
中
央
コ
ミ

10

ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。
３
歳
～
小
学

校
低
学
年
の
子
と
保
護
者
。
先
着

　
組
　
人
。
申
込
み
は
①
③
は
　

10

20

11

月
５
日
鍾
か
ら
各
回
前
日
ま
で
に

電
話
か
直
接
野
田
公
民
館
☎
７
１

２
３
 
７
８
１
９
、
②
は
同
館
か

文
化
会
館
窓
口
へ

相
談
・
そ
の
他

◆
食
事
相
談
会
　
　
月
７
日
障
　

11

16

時
～
　
時
木
間
ケ
瀬
保
育
所
で
。管

17

理
栄
養
士
が
ア
レ
ル
ギ
ー
や
離
乳

食
な
ど
の
悩
み
に
対
応
。乳
幼
児
の

い
る
方
。当
日
会
場
受
付
。問
保
育
課

◆
中
央
公
民
館
・
総
合
福
祉
会
館

―

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会
…
　
月
　
日
水
　
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い

１１

１３

10

方
と
受
け
た
い
方
。事
前
に
野
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
６
 
５
０
５
０
・
思
７
１
２
６
 
５
０
５
１
へ

―

―

◆
青
少
年
の
悩
み
事
相
談
　
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
。９
時
～
　
時
16

　
分（
電
話
相
談
も
可
）

30
ひ
ば
り
教
育
相
談（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
５
 
８
０
８
８
）

◆
教
育
相
談
　
学
校
生
活
の
悩
み
や
不
登
校
な
ど
。
青
少
年
セ
ン

タ
ー
＝
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
　
分（
電
話
・
面
談
・
訪
問
）

16

30

ひ
ま
わ
り
相
談（
野
田
幼
稚
園
☎
７
１
２
２
 
２
４
５
０
・
関
宿
南

部
幼
稚
園
☎
７
１
９
８
 
２
０
７
５
）

◆
教
育
相
談
　
発
達
・
子
育
て
で
心
配
な
こ
と
な
ど
。
野
田
幼
稚
園

＝
第
２
・
４
障
、
関
宿
南
部
幼
稚
園
＝
第
１
・
３
障
。
い
ず
れ
も

　
時
～
　
時
　
分
。
電
話
予
約（
　
時
～
　
時
　
分
）

10

14

30

14

17

15

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
３
 
１
０
８
４
）

◆
消
費
生
活
相
談
　
購
入
し
た
品
物
の
苦
情
や
問
合
せ
、架
空
請
求・

多
重
債
務
相
談
な
ど
。
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時（
正
午
～
　
時
除
く
）

10

16

13

男
女
共
同
参
画
課（
市
役
所
内
）

◆
女
性
の
た
め
の
相
談
　
□市 
５
階
＝
第
１
～
４
障
。
野
田
公
民
館

（
欅
の
ホ
ー
ル
３
階
）＝
第
２
上
。
い
ず
れ
も
　
時
～
　
時
。
電

10

16

話
予
約（
電
話
相
談
も
可
）

社
会
福
祉
課（
市
役
所
内
）

◆
障
が
い
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
　
障
が
い
者
の
総
合
相
談
。
□市 

１
階
＝
鉦
～
鞘
８
時
　
分
～
　
時
　
分

30

17

15

◆
専
門
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
　
分
～
　
時
…
生
活
療
育（
７
日
）、

13

30

16

発
達
教
育（
　
日
）、
就
労
者
生
活（
　
日
）、
こ
こ
ろ
の
生
活（
　

18

21

26

日
）、生
活
支
援（
　
日
）。電
話
予
約

28

◆
当
事
者
・
関
係
者
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
～
正
午
…
視
覚
障
が
い

10

者（
５
日
）、
知
的
障
が
い
者（
６
日
）、
ろ
う
あ
者（
　
日
）／
　

19

13

時
　
分
～
　
時
　
分
…
聴
覚
障
が
い
者（
５
日
）、
身
体
障
が
い

30

15

30

者（
６
日
）、
精
神
障
が
い
者（
　
日
）。
電
話
予
約

19

あ
さ
ひ
育
成
園（
☎
７
１
２
２
 
７
１
５
９
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
身
体
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

障
　
時
～
　
時
。
電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

15

17

16

17

こ
だ
ま
学
園（
☎
７
１
２
２
 
２
９
１
６
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
知
的
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

鍾
　
時
～
　
時
。
電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

15

17

16

17

法
人
や
団
体
な
ど
が
定
期
的
に
開
催
す
る
相
談

◆
心
配
ご
と
相
談
　
日
常
生
活
の
中
で
の
悩
み
や
困
り
ご
と
な
ど
。

総
合
福
祉
会
館
＝
毎
週
鍾
・
第
１
鞘
　
時
～
　
時
。
問
社
会
福

13

16

祉
協
議
会
☎
７
１
２
４
 
３
９
３
９

◆
行
政
書
士
無
料
相
談
　
遺
言
や
相
続
、離
婚
な
ど
。　
日
鞘
　
時

15

13

～
　
時
。
欅
の
ホ
ー
ル
４
階
第
一
集
会
室
。
事
前
に
問
合
せ
先

16
に
電
話
予
約
。
問
千
葉
県
行
政
書
士
会
東
葛
支
部
・
伊
佐
☎
７
１

２
９
 
０
８
０
３

◆
登
記
無
料
相
談
　
相
続
登
記
や
土
地
建
物
登
記
な
ど
。　
日
鍾

12

９
時
　
分
～
　
時
　
分
。
□市 
市
民
相
談
室
。
前
日
ま
で
に
問
合

30

15

30

せ
先
に
電
話
予
約
。
問
野
田
地
区
司
法
書
士
会
、
土
地
家
屋
調

査
士
会
・
栗
原
☎
７
１
２
５
 
３
２
２
０

―

―

―

―

―

―
―

―

―
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
、
も
う
受
け

ら
れ
ま
し
た
か
？
こ
れ
か
ら
流
行
の
時
期
に
入
り

ま
す
。
予
防
接
種
の
効
果
が
現
れ
る
ま
で
に
は
約

２
週
間
か
か
り
ま
す
の
で
、　
月
中
旬
ま
で
に
は

12

接
種
し
ま
し
ょ
う
。

　
予
防
接
種
を
受
け
た
人
の
　
～
　
パ
ー
セ
ン
ト

70

80

は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
か
、
か
か

っ
て
も
症
状
が
軽
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
幼
児
や
　
歳
以
上
の
高
齢
者
、
特
に
気
管
支
ぜ

65

ん
そ
く
な
ど
の
肺
疾
患
、
腎
臓
病
、
循
環
器
疾
患
、

糖
尿
病
な
ど
の
慢
性
疾
患
の
あ
る
方
は
重
症
化
し

や
す
い
の
で
、
積
極
的
に
予
防
接
種
を
受
け
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
 罹
  患
 し
て
し
ま
っ
た

り
 
か
ん

場
合
は
、従
来
の
経
口
薬
、吸
入
薬
の
ほ
か
に
点
滴

静
注
薬
も
あ
り
、選
択
肢
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。前

述
の
疾
患
の
あ
る
方
は
特
に
早
め
の
治
療
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。　（
Ｓ
・
Ｍ
）

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

僑

　
　
月
２
日
鉦
ま
で
の
納
期
の
市

12
税
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。便
利

な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
国
民
健
康
保
険
税（
５
期
）

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
５
期
）

③
介
護
保
険
料（
５
期
）

【
問
合
せ
】①
②
は
国
保
年
金
課
、

③
は
高
齢
者
福
祉
課

 市
税
な
ど
の
納
期（
　
月
）

11

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

◎
訂
正
と
お
詫
び
…
市
報
９
月
１
日
号
と
同
時
に
配
布
し
ま
し
た「
グ
ラ
フ
野
田
№
　
」の
５
面「
同
報
系
防
災
行
政
無
線
」の
説
明
中
、「
自
動
音

４６

声
応
答
シ
ス
テ
ム
」の
電
話
番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。正
し
く
は「
０
８
０
０
 
８
０
０
 
１
３
７
５
」で
す
。訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

―

―



講
座
・
講
演
会

◆
心
も
体
も
フ
ラ
で
ケ
ア
　
　
月
７

11

日
～
　
日
の
障
　
時
～
　
時
関
宿
中

21

14

16

央
公
民
館
で
。
女
性
。
各
回
先
着
　10

人
。　
円
。
申
込
み
は
　
月
５
日
鍾

500

11

か
ら
各
回
前
日
ま
で
に
掛
川
☎
　
 
090

７
８
１
３
 
４
６
７
０
へ

◆
ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
の
ネ
ー
ム
シ
ー

ル
作
り
体
験
　
　
月
８
日
鞘
、　
日

11

20

鐘
、　
日
鉦
　
時
～
　
時
　
分
北
コ

25

10

11

30

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。
各
回
先
着
５

人
。
２
千
円
。
申
込
み
は
　
月
５
日

11

鍾
か
ら
各
回
前
日
ま
で
に
高
橋
☎
　080

 
４
８
９
２
 
３
４
３
４
へ

－

－

－

－

央
公
民
館
で
。
教
室
は
平
成
　
年
１

26

月
～
３
月
の
月
１
回
醤
か
た
し
な
高

原
ス
キ
ー
場（
群
馬
県
）で
。
問
間
中

☎
　
 
８
８
７
７
 
３
４
７
２

090
◆
楽
レ
シ
ピ
で
お
も
て
な
し
　
　
月
11

　
日
鉦
　
時
～
　
時
　
分
野
田
公
民

11

10

12

30

館（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
。イ
タ
リ
ア
料

理
。
女
性
。
先
着
８
人
。
千
　
円
。

500

申
込
み
は
　
月
５
日
鍾
か
ら
安
部
☎

11

　
 
１
０
４
７
 
９
６
５
４
へ

080◆
３
Ｂ
健
康
体
操
　
　
月
　
日
と
　

11

15

29

日
の
鞘
９
時
５
分
～
　
時
５
分
谷
吉

10

会
館
で
。　
歳
以
上
の
女
性
。
各
回

65

先
着
４
人
。
申
込
み
は
　
月
５
日
鍾

11

か
ら
各
回
前
日
ま
で
に
加
藤
☎
　
 
090

８
８
４
１
 
５
９
６
９
へ

◆
全
国
い
っ
せ
い
き
も
の
無
料
教
室

　
①
　
月
　
日
鞘
　
時
～
　
時
市
民

11

15

13

15

会
館
、
②
　
月
　
日
障
　
時
～
　
時

11

21

13

15

－

－

－

－

－

－

◆
希
望
を
持
ち
あ
き
ら
め
ず
に
努
力

す
れ
ば
道
は
 拓
 け
る
　
　
月
９
日
上

ひ
ら

11

　
時
～
　
時
　
分
中
央
小
体
育
館
で
。

14

15

30

ラ
モ
ス
瑠
偉
氏（
元
サ
ッ
カ
ー
選
手
）

の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
。先
着
　
人
。当
日

500
会
場
へ
。問（
公

社
）野
田
青
年
会

議
所
☎
７
１
２

２
 
９
２
５
６

◆「
秘
密
保
護
法
案
」学
習
会
　
　
月
11

９
日
上
　
時
～
　
時
中
央
公
民
館

14

16

で
。
弁
護
士
に
よ
る
説
明
な
ど
。
問

渡
辺
☎
７
１
２
３
 
２
４
７
４

◆
中
高
年
ス
キ
ー
教
室「
楽
雪
会
」説

明
会
　
　
月
９
日
上
　
時
～
　
時
中

11

14

16

－

－

関
宿
中
部
公
民
館
で
。
着
物
一
式
持

参
。
各
先
着
　
人
。
申
込
み
は
　
月

20

11

５
日
鍾
か
ら
①
は
渡
辺
☎
７
１
２
２

 
０
６
３
６
、
②
は
大
木
☎
７
１
９

８
 
６
８
０
１
へ

◆
フ
ラ
ダ
ン
ス
無
料
体
験
　
　
月
　

11

18

日
と
　
日
の
鉦
　
時
～
正
午
南
コ
ミ
ュ

25

10

ニ
テ
ィ
会
館
で
。先
着
　
人
。申
込
み
は

10

　
月
５
日
鍾
か
ら
各
回
前
日
ま
で
に

11西
出
☎
　
 
９
３
０
９
 
５
１
８
６
へ

090

◆
筆
書
き
年
賀
状
づ
く
り
　
　
月
　

11

18

日
鉦
、　
日
鐘
　
時
　
分
～
　
時
中

27

13

30

15

央
公
民
館
で
。
各
回
先
着
８
人
。　500

円
。
道
具
持
参
。
申
込
み
は
　
月
５

11

日
鍾
か
ら
各
回
前
日
ま
で
に
山
崎
☎

　
 
４
２
０
１
 
８
５
８
６
へ

090◆
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
を
楽
し
む
会
　

　
月
　
日
木
　
時
～
　
時
　
分
南
部

11

21

10

11

30

梅
郷
公
民
館
で
。
シ
ア
バ
タ
ー
入
り

－

－

－

－

－

－

ク
リ
ー
ム
作
り
。先
着
　
人
。２
千
　

12

500

円
。
申
込
み
は
　
月
７
日
木
か
ら
岩

11

井
☎
　
 
２
３
３
３
 
４
５
５
６
へ

080

◆
 
野
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

「
身
近
な
素
材
で
描
く
絵
手
紙
楽
習

会
」　
　
月
　
日
醤
　
時
～
正
午
総

11

24

10

合
福
祉
会
館
で
。
先
着
　
人
。　
円
。

20

500

申
込
み
は
　
月
５
日
鍾
か
ら
前
日
ま

11

で
に
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス（
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
☎
を
明
記
）で
〒
　278

 
０
０
５
５
岩
名
一
丁
目
　
 
　
百

30

17

瀬
☎
・
思
７
１
２
９
 
６
１
８
４
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
つ
く
し
ん
ぼ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト「
ソ

プ
ラ
ノ
＆
ピ
ア
ノ
」　
　
月
８
日
金
　

11

12

時
　
分
～
　
時
市
役
所
１
階
つ
く
し

30

13

ん
ぼ
で
。
問
市
役
所
つ
く
し
ん
ぼ

◆
上
花
輪
文
化
祭
　
　
月
９
日
上
　

11

10

－

－

－

－

－

兇

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

　
お
父
さ
ん
と
子
ど
も
が
夜
空
を

見
上
げ
て
話
を
す
る
形
式
を
用

い
、星
空
へ
の
科
学
的・天
文
学
的

な
見
方
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

て
い
ま
す
。星
空
を
眺
め
た
時
に
、

ふ
と
浮
か
ん
で
く
る
小
さ
な
疑
問

に
答
え
て
く
れ
る
一
冊
で
す
。

New Books
南図書館の推せん図書

　
今
も
な
お
、
人
々
の
関
心
を

か
き
た
て
る「
忠
臣
蔵
」。
本
書

で
は
、
江
戸
時
代
の
多
く
の
資

料
と
図
版
か
ら
赤
穂
事
件
の
真

実
に
迫
り
、
江
戸
っ
子
ら
が
事

件
や
四
十
七
士
を
ど
う
と
ら
え

て
い
た
の
か
読
み
解
き
ま
す
。

拶７１２３-７６１１
拶７１２５-７９８１
拶７１２９-８８１１
拶７１９８-４９４６

興風図書館
南 図 書 館
北 図 書 館
せきやど図書館

「江戸っ子が惚れ
た忠臣蔵」
菅野俊輔・著
小学館

「星空のかがく」
渡部潤一・監修

えびなみつる・絵と文
中西昭雄・写真
旬報社

ラモス瑠偉ラモス瑠偉氏氏

　（財）日本航空協会が、昭和45（1970）
年にグライダーの専用滑空場として江
戸川の河川敷に開設し、平成15年にＮ
ＰＯ法人関宿滑空場に移譲されました。
　滑走路は1,500メートル×150メート
ルと日本最大級の大きさで、約１５団体
と、約30機のグライダーが活動して
います。

　週末には多くの人が飛行を楽しんで
いるほか、公的な操縦士の試験や航空
に関わる各種イベントなどが行われて
おり、今月４日月にはグライダーのア
クロバット飛行や機体展示、飛行体験
などを楽しめる「空まつり２０１３」が８時
40分から15時まで開催されます。
〈アクセス〉まめバス新北ルート「関宿滑空場入口」下
車徒歩約１分・朝日バス「平井入口」下車徒歩約１５分

日本で唯一の公共用グライダー滑空日本で唯一の公共用グライダー滑空場場

スカイスポーツの拠点

関宿滑空場
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時
～
　
時
、　
日
醤
　
時
～
　
時
上

17

10

10

15

花
輪
香
取
神
社
内
修
徳
館
で
。書
道
、

絵
画
、
写
真
な
ど
展
示
。
問
 安
  喰
 ☎

あ
 
ぐ
い

７
１
２
２
 
５
３
３
８

◆
桜
将
会
将
棋
大
会
　
　
月
　
日
醤

11

10

８
時
　
分
～
　
時
　
分
清
水
正
光
館

30

14

30

で
。　
組
に
分
か
れ
て
対
局
。
千
円

10

（
小
中
学
生
　
円
）。申
込
み
は
事
前

500

に
駒
﨑
☎
７
１
２
２
 
４
４
７
４
へ

◆
拳
志
会
館
交
流
乱
取
試
合
　
　
月
11

　
日
醤
　
時
～
　
時
総
合
公
園
体
育

10

10

16

館
で
。年
少
か
ら
一
般
の
部
。観
戦
自

由
。問
野
澤
☎
７
１
２
９
 
７
６
４
６

◆
 笑
 
し
ょ
う

 紫
 会
落
語
発
表
会
　
　
月
　
日

し

11

10

日
　
時
　
分
～
　
時
中
央
公
民
館

12

30

17

で
。
山
遊
亭
金
太
郎
氏（
落
語
家
）も

出
演
。
先
着
　
人
。
当
日
会
場
へ
。

80
－

－

－

先
着
　
組
。
申
込
み
は
　
月
５
日
鍾

40

11

８
時
　
分
か
ら
地
域
子
育
て
支
援
セ

30

ン
タ
ー
☎
７
１
２
１
 
３
０
３
１
へ

◆
野
田
囲
碁
会
秋
季
囲
碁
大
会
　
　11

月
　
日
日
　
時
～
　
時
中
央
公
民
館

17

10

17

で
。９
時
　
分
か
ら
受
付
。棋
力
別
に

30

対
局
。千
円（
女
性・小
中
学
生
　
円
）。

500

問
佐
澤
☎
７
１
２
４
 
８
６
０
６

◆「
か
れ
ん
オ
カ
リ
ナ
ク
ラ
ブ
」　
周
１０

年
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
月
　
日
醤
　
時

11

17

13

～
　
時
　
分
北
部
公
民
館
で
。「
ト
ト

15

30

ロ
」「
未
来
へ
」な
ど
。
当
日
会
場
へ
。

問
渡
辺
☎
７
１
２
４
 
６
６
１
７

◆
ゆ
め
し
ず
く
竹
の
里
作
品
展
　
　11

月
　
日
鐘
～
　
日
鍾
８
時
　
分
～
　

20

26

30

17

時
市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

（
初
日
は
　
時
か
ら
、最
終
日
は
　
時
ま

11

16

－－－

で
）。手
作
り
作
品
・
写
真
な
ど
。問
 

ゆ
め
し
ず
く
☎
７
１
５
７
 
２
１
０
０

◆
ド
リ
ー
ム
マ
ッ
チ
卓
球
大
会
　
　11

月
　
日
鍾
９
時
～
　
時
関
宿
総
合
公

26

17

園
体
育
館
で
。　
円
。
先
着
　
人
。

500

150

卓
球
用
具
・
昼
食
・
ゼ
ッ
ケ
ン
持
参
。

申
込
み
は
　
月
５
日
鍾
～
　
日
鍾
に

11

19

金
内
☎
７
１
４
０
 
５
５
８
７
へ

◆
ツ
イ
ン
マ
ザ
ー
交
流
会
　
　
月
　

11

26

日
鍾
　
時
　
分
～
正
午
総
合
福
祉
会

10

30

館
で
。
双
生
児
・
多
胎
児
を
妊
娠
、

子
育
て
中
の
親
と
子
。
申
込
み
は
　11

月
５
日
鍾
か
ら
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
７
１
２
１
 
３
０
３
１
へ

◆
野
田
か
る
た
競
技
大
会
　
　
月
７

12

日
上
　
時
　
分
～
　
時
　
分
総
合
公

13

20

16

30

園
体
育
館
で
。
個
人
と
団
体（
１
チ
ー

－

－

－

ム
３
人
）。
小
学
生
。
個
人
戦
　
円
。

200

団
体
戦
　
円
。
申
込
み
は
　
月
　
日

600

11

22

鞘
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス（
個
人
・
団
体
戦

の
別
、
参
加
者
の
氏
名
・
性
別
・
学
校

名
・
学
年
と
引
率
者
の
氏
名
・
☎
を
明

記
）で
 
野
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
☎
・
思
７
１
２
４
 
６
６
１
７
へ

相
　
談

◆
遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会
　
　
月
11

　
日
火
９
時
～
正
午
野
田
商
工
会
議

19所
（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）
で
。
高
齢
期

の
人
生
設
計
・
遺
言
・
相
続
・
成
年

後
見
な
ど
。
先
着
３
人
。
申
込
み
は

　
月
５
日
鍾
～
　
日
鉦
に
 
老
い
じ

11

18

た
く
あ
ん
し
ん
ね
っ
と
☎
７
１
６
９

 
４
１
６
５
へ

－

－

◎
市
報
の
だ
に
お
子
さ
ん
の
写
真
を
…「
わ
ん
ぱ
く
登
場
」や
「
わ
が
家

の
天
使
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
。
事
前
に
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
へ

◎
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
当
選
者
…
　
月
１
日
号
の
正
解
は
「
ア
キ
ヤ
バ
ン
ク
」
で
し
た
。　
人
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

１０

５１

の
結
果
、
当
選
者
は
川
島
優
様
、
澤
井
清
子
様
、
本
多
清
光
様
、
山
口
空
様
、
渡
辺
美
千
代
様
（
五
十
音
順
）
で
す
。

問
保
登
田
☎
７
１
２
２
 
３
０
３
８

◆
ゆ
う
＆
み
い
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
　

①
お
弁
当
を
食
べ
よ
う
…
　
月
　
日

11

14

障
　
時
～
　
時
。
②
ゆ
う
み
い
ラ
ン

10

13

ド
…
　
月
　
日
鞘
　
時
～
　
時
　

11

22

10

11

30

分
。育
児
相
談
と
遊
び
。③
お
し
ゃ
べ

り
会
…
　
月
２
日
鉦
　
時
　
分
～
　

12

10

30

11

時
　
分
。
④
育
児
の
日
…
　
月
　
日

30

12

12

障
　
時
～
　
時
　
分
。
①
～
③
は
０

10

11

30

歳
～
３
歳
の
子
と
親
。
①
③
④
は
　50

円
、②
は
　
円
。申
込
み
は
③
④
は
当

200

日
会
場
受
付
、
①
②
は
　
月
５
日
鍾

11

か
ら（
②
は
　
日
鞘
ま
で
に
） 
ゆ
う

15

＆
み
い
☎
７
１
２
４
 
１
３
６
７
へ

◆
親
子
で
楽
し
む「
人
形
劇
」　
　
月
11

　
日
障
　
時
　
分
～
　
時
　
分
中
央

14

10

30

11

15

公
民
館
で
。１
歳
～
６
歳
の
子
と
親
。

－

－

競

山崎 華  奈 ちゃん ・ 山崎
は な

 姫  奈 ちゃん
ひ な

（H２２.９.５生・左）  　 （H１９.３.１６生・右）
　

倉持 佑  絆 くん
ゆう き

（H２５.１.２８生） 
　

【
問
題
】
マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋

め
、二
重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か

ら
Ｇ
の
順
に
並
べ
て
答
え
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
。ヒ
ン
ト
＝
今
号
の
３
ペ

ー
ジ
に
答
え
が
あ
り
ま
す（
出
題
＝

秘
書
広
報
課
・
参
考
＝
大
辞
林
）。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】①
　
月
　
、　
日
に
市

１０

１７
１８

民
会
館
で
行
わ
れ
た
将
棋
の

―
戦
。

②
庭
園
で
地
面
を
掘
っ
て
水
を
た
た

え
た
と
こ
ろ
。
③
日
本
三
名
泉
の
１

つ
と
さ
れ
る
群
馬
県
の
温
泉
。
⑥
数

の
単
位
。千
の
　
倍
。⑧
白
菜
な
ど
と
、

１０

塩
・
唐
辛
子
、魚
介
塩
辛
、ニ
ン
ニ
ク
な

ど
を
使
っ
た
漬
物
。
⑩
相
撲
で
両
足

を
開
き
、膝
に
手
を
そ
え
足
を
交
互
に

高
く
上
げ
、踏
み
お
ろ
す
動
作
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】①
今
年
３
月
に
野
田
市

―
セ
ン
タ
ー
が
本
格
稼
働（
６
面
）。

④
漢
字
で「
袈
裟
」。⑤
来
年
の
 干
 
え

 支
 。⑦
と

地
球
の
唯
一
の
衛
星
。⑨
過
去
に
教
え
を

受
け
た
先
生
。⑪
お
と
ぎ
話
で
、振
る
と

さ
ま
ざ
ま
な
物
が
出
る「
打
ち
出
の
―
」。

【
応
募
方
法
】は
が
き
に
　
月
　
日
金
必

１１

１５

着
で
、答
え（
ひ
ら
が
な
で
も
カ
タ
カ
ナ

で
も
可
）、郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
、市
報
に
対
す
る
ご
意
見

を
明
記
し
、〒
　
―
8
5
5
0
野
田
市
役

２７８

所
秘
書
広
報
課「
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
」係

ま
で
。正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名
様

に「
図
書
カ
ー
ド
」を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

　
正
解
と
当
選
者
は
　
月
１
日
号
で
発

１２

表
し
ま
す
。な
お
、当
選
者
の
方
は
氏
名

を
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。



市の鳥市の花

ひばりつつじ

　急病センター ☎７１２５－１１８８ ▼内科・小児科＝１９時～２２時（毎日）

▼歯科診療＝９時～１２時（休日）

市の木

けやき

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４－７２７２：コード６１０１）、または野田市ホームページ
（http://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認をしてください。

休日当番医での診療時間
外科・産婦人科＝９時～２２時（ただし１６時～１９時は除く）
内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センターで行います）

市報のだ　第１１５１号　平成２５年１１月１日号／発行＝野田市（〒２７８－８５５０　野田市鶴奉７番地の１・☎◯０４ ７１２５－１１１１）／編集＝企画財政部秘書広報課

人口と世帯（２５.１０.１現在）●人口＝１５６,６９２人（＋１）　男＝７８,７２７人（－９）　女＝７７,９６５人（＋１０）●世帯数＝６３,８０７世帯（＋４１）　●市の面積＝１０３.５４㎢

　
市
指
定
有
形
文
化
財

　
  太
子
堂
句
額

（２７）

▼
最
高
視
聴
率
　
・
０
パ
ー

27

セ
ン
ト
を
記
録
し
た
N
H
K

朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ

ま
ち
ゃ
ん
」。驚
き
を
表
す
方

言
「
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
」
が
人

気
を
集
め
ま
し
た
▼
野
田
市

の
人
気
者
と
い
え
ば
コ
ウ
ノ

ト
リ
の「
コ
ウ
く
ん
」と
「
コ

ウ
ち
ゃ
ん
」で
す
が
、今
号
で

は
、
こ
の
ペ
ア
か
ら
生
ま
れ

た
幼
鳥
２
羽
の
愛
称
を
募
集

し
て
い
ま
す
▼
さ
ら
に
、　12

月
に
文
化
会
館
で
行
う
、
子

ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
「
み
ん
な
Ｄ
Ｅ
ど
ー
も
く

ん
！
」
公
開
録
画
の
観
覧
者

募
集
も
掲
載
し
ま
し
た
▼
ど

ち
ら
も「
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
」と

驚
く
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す（
ゆ
）

産婦人科内　　科外　　科日（曜日）

遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）やまかわ内科・神経内科クリニック（☎７１９７－３５２０）小張総合病院（☎７１２４－６６６６）３日（日）

杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）光葉町クリニック（☎７１９７－３９７１）野田中央病院（☎７１２２－６１６１）４日（月）

川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）七光台クリニック（☎７１９７－２３０２）東葛クリニック野田（☎７１２４－３１０１）１０日（日）

小張総合病院（☎７１２４－６６６６）あらい内科クリニック（☎７１２２－５７２３）キッコーマン総合病院（☎７１２３－５９１１）１７日（日）

アイレディ－スクリニック（☎７１３７－７６６１）山縣医院（☎7125－3741）梅郷整形外科クリニック（☎７１２５－２０１１）２３日（土）

キッコーマン総合病院（☎７１２３－５９１１）岡田小児科医院（☎７１２２－２５１９）門倉医院（☎７１２４－５３１１）２４日（日）

■長命寺案内図 　
上
花
輪
の
長
命
寺
に
太
子
堂

と
い
う
聖
徳
太
子
像
を
安
置
す

る
お
堂
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
市
内
最
古
の
俳
諧
資

料
と
し
て
平
成
２
年
に
市
有
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
句
額
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
文
化
３（
１
８
０
６
）年
の
正

月
、
当
所（
上
花
輪
村
）の
 帯
  雨
 

た
い
 
う

と
い
う
俳
諧
師
が
催
主
と
な
っ

て
挙
行
さ
れ
た
 句
 
く

 合
 に
よ
り
奉

あ
わ
せ

納
さ
れ
た
額
で
、
撰
者
に
は
 筑
 
つ
く

 波
  庵
  翠
  兄
 を
迎
え
て
い
ま
す
。

ば
 
あ
ん
 す
い
 け
い

　
翠
兄
は
龍
ケ
崎
の
商
人
で
、

杉
野
治
兵
衛
と
い
い
ま
し
た
。

主
に
絞
り
油
屋
を
業
と
し
ま
し

た
が
、
関
東
醤
油
番
付
に
も
名

前
が
載
る
醤
油
醸
造
家
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　
松
尾
芭
蕉
・
服
部
 蘭
  雪
 の

ら
ん
 せ
つ

系
譜
を
引
く
 雪
 
せ
っ

 中
 
ち
ゅ
う

 庵
 大
島

あ
ん

 蓼
 
り
ょ
う

 太
 に
師
事
し
、
下
総
・
常
陸
・

た下
野
に
多
く
の
弟
子
を
育
て
、

江
戸
の
俳
壇
に
も
名
を
轟
か

せ
て
い
ま
し
た
。

　
句
額
に
も
補
助
の
 能
  阿
 、

の
う
 
あ

夷
守
は
文
化
　
（
１
８
１
７
）

14

年
、
堤
根
菅
原
神
社
に
芭
蕉
と

山
口
 素
  堂
 の
句
碑
を
建
て
て
お

そ
 
ど
う

り
、
俳
諧
に
造
詣
の
深
い
人
物

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
句
碑
に
は
葛
飾
派
の
 其
  日
  庵
 

き
 
じ
つ
 あ
ん

 白
  芹
 の
名
前
も
あ
り
、
雪
門
派

は
く
 き
ん

で
あ
る
翠
兄
の
弟
子
で
は
な
い

よ
う
で
す
。

　
こ
の
句
額
は
、当
時
の
野
田
の

文
化
人
た
ち
の
交
流
が
明
ら
か

に
な
る
貴
重
な
歴
史
資
料
で
す
。

※
句
額
の
見
学
は
長
命
寺
☎
７
１

２
２
 
３
４
６
３
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い

【
参
考
文
献
】
長
南
俊
雄
『
杉

野
翠
兄
　
竜
ケ
崎
の
俳
諧
師
』

筑
波
書
林
・
１
９
７
９
、『
龍
ケ

崎
市
史
近
世
編
』
龍
ケ
崎
市
教

育
委
員
会
・
１
９
９
９

－

幅１７７×高さ６６センチの金箔を散らした桐材製

 庵
  裡
 の
文
義
・
竹
里
な
ど
多
く

あ
ん
 
り

の
弟
子
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
龍
ケ
崎
を
は
じ
め
水
海
道
、

取
手
、牛
久
、神
崎
、鹿
島
の
地

名
が
あ
り
、
翠
兄
の
門
弟
の
広

が
り
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
翠
兄
は
小
林
一
茶
と
も
親
交

が
あ
り
ま
し
た
。
一
茶
の
句
集

「
さ
ら
ば
笠
」
な
ど
に
翠
兄
の

句
が
載
っ
て
い
ま
す
。
流
山
の

秋
元
双
樹
は
一
茶
の
パ
ト
ロ
ン

と
し
て
有
名
で
す
が
、
句
額
の

筆
頭
を
双
樹
が
飾
っ
て
い
る

の
は
、
一
茶
が
結
ん
だ
縁
で

あ
る
と
想
像
で
き
ま
す
。

　
催
主
の
帯
雨
の
他
に
も
う

一
人
、地
元
か
ら
句
を
寄
せ
て

い
る
の
が
堤
根
新
田
の
 天
  離
 

て
ん
 
り

 斎
  夷
 

さ
い
 い

 守
 、上
花
輪
髙
梨
家
の
分

も
り

家
に
あ
た
る
髙
梨
孫
七
で
す
。


